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国
ަ
ল
、̔
主
ੋ
正
指
導
指
਑
で
ύ
ブ
コ
メ

２
件
目
の
会
員
一
当
死
亡
事
故
発
生

７
年
度
ୈ
２
回
本
部
集
ஂ
健
਍

ܯ
࡯
ி
、７
年
上
൒
期
ަ
通
死
亡
事
故
状
況

全
ト
ڠ
、８
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
要
๬

２４４６７

関
東
運
輸
局
の
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
と
ਆ
ಸ
઒

労
働
局
ՙ
主
特
別
対

策
ν
ー
Ϝ
は
７
月
ù9

日
、
ԣ
඿
ࢢ
金
୔
区

の
ௗ
඿
޻
業
ஂ
஍
प

ล
で
、
合
同
ύ
ト
ϩ

ー
ル
を
実
施
し
た
。

関
運
局
と
東
京
労

働
局
が
７
月
２
日
に

実
施
し
た
合
同
ύ
ト

ϩ
ー
ル
に
続
く
も
の

で
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
輸
送
力
不
଍

が
懸
念
さ
れ
る
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
や
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

自
ಈ
ं
運
送
適
正
化
事
業
実

施
機
関（
ਆ
ಸ
઒
県
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
）の
̜
メ
ン
調
ࠪ
員

が
同
行
し
、
①
長
時
間
の
߃

常
的
な
ՙ
待
ち
防
止
、
②
改

善
基
準
告
示
を
配
慮
し
た
発

஫（
発
஫
担
当
者
向
け
）、③

ඪ
準
的
運
賃
の
理
解
・
ڠ
力

―
―
に
つ
い
て
प
知
し
た
。

な
お
、
関
運
局
は
８
月
７

日
、
東
京
・
ਆ
ಸ
઒
に
続
き

࡛
ۄ
県
・
࡛
ۄ
労
働
局
と
の

合
同
ύ
ト
ϩ
ー
ル
を
実
施
。

ӽ
୩
ࢢ
の
ӽ
୩
流
通
ஂ
஍
・

޻
業
ஂ
஍
の
ՙ
主
企
業
な
ど

に
対
し
て
、
同
様
に
प
知
を

図
っ
た
。

労
働
環
境
改
善
に
向
け
て
、

ՙ
主
企
業
や
ݩ
請
事
業
者
が

配
慮
す
る
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
得
る
た
め
、
ՙ
主
企

業
な
ど
を
๚
問
し
、
ν
ラ
シ

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
各

企
業
の
担
当
者
に
説
明
し

た
。同

日
、

ਆ
ಸ
઒
運

輸
ࢧ
局
の

ト
ラ
ッ
ク・

物
流
̜
メ

ン
、
ਆ
ಸ

઒
県
՟
物

東
ト
ڠ
物
流
੓
策

委
員
会（
ࡾ
ଜ
Ғ
一

࿠
委
員
長
）の
Լ
に

設
置
し
て
い
る
運

賃
・
料
金
適
正
化
ݕ
౼
小
委

員
会（
Լ
઒
ޛ
委
員
長
）は

８
月
１
日
、
東
ト
総
合
会
ؗ

で
小
委
員
会
を
։
࠵
し
、
ඪ

準
的
運
賃
の
׆
用
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
Ҋ
お
よ
び

ア
ン
ケ
ー
ト
調
ࠪ
の
実
施
ス

ケ
ジ
ỿ
ー
ル
Ҋ
に
つ
い
て
審

ٞ
・
ྃ
ঝ
。
物
流
੓
策
委
員

会
の
ࡾ
ଜ
委
員
長
、
Լ
઒
・

中
ౡ
ल
࣏
両
෭
委
員
長
が
小

委
メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
こ
と

か
ら
、
委
員
会
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
ྃ
ঝ
し

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
౴
は
、

８
月
６
日
か
ら
ù0
日
ま
で
、

東
ト
ڠ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
の

ऩ
受
状
況
、
υ
ラ
Π
バ
ー
の

賃
上
͛
・
ॆ
଍
状
況
、
೩
料

α
ー
ν
Ỿ
ー
ジ
の
状
況
な
ど

に
加
え
、
会
員
事
業
者
が
ඪ

準
的
運
賃
で
ࠔ
っ
て
い
る
こ

と
や
必
要
な
α
ϙ
ー
ト
に
つ

い
て
の
ҙ
見
を
޿
く
ऩ
集
す

る
。

専
用
ア
ン
ケ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ー

Ϝ（
ೋ
࣍
ݩ
ί
ồ
υ
ࢀ
র
）か

ら
受
け
෇
け
る
。
実
施
に
当

た
り
、
物
流
੓
策
委
員
会
委

員
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会

委
員
ࢧ、
部
長
、事
務
長
、専

門
部
会
員
౳
に
対
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ڠ
力
を
要
請

し
、
ࢧ
部
会
員
や
部
会
員
か

ら
の
回
౴
を
ื
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
߲
目
は
、
ඪ

準
的
運
賃
の
理
解
度
を
は
じ

め
、
ඪ
準
的
運
賃
の
ఏ
示
・

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

後
、
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
小
委
メ
ン
バ
ー
へ

の
ใ
告
を
ܦ
て
、
正
෭

会
長
会
へ
ใ
告
す
る
。

小
委
で
は
、
ඪ
準
的

運
賃
の
取
り
組
み
の
さ

ら
な
る
推
進
の
た
め
、

ಧ
出
後
の
ՙ
主
な
ど
と

の
ަ
ব
状
況
を
೺
Ѳ

し
、
会
員
事
業
者
の
賃

金
上
ঢ
な
ど
の
状
況
の

σ
ー
λ
に
基
ͮ
い
て
、

今
後
必
要
と
さ
れ
る
α

ϙ
ー
ト
に
つ
い
て
物
流

੓
策
委
員
会
で
ݕ
౼
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
当

た
り
、
会
員
事
業
者
の
ඪ
準

的
運
賃
の
ಧ
出
率
は
9ü
・
７

％
と
な
り
、
ՙ
主
と
の
運
賃

ަ
ব
に
ඪ
準
的
運
賃
や
自
社

運
賃
を
ఏ
示
し
、
ر
๬
額
と

は
い
か
な
い
ま
で
も
運
賃
஋

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
、
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
度
の

「
՟
物
自
ಈ
ं
運
送

事
業
安
全
性
ධ
Ձ
事

業
」
に
つ
い
て
、
̬

̴
̱
申
請
シ
ス
テ

Ϝ
に
よ
る
申
請
受

෇（
７
月
１
～
14
日
）

を
行
い
、そ
の
結
果
、

申
請
ࢿ
格
要
件
な
ど

を
ク
リ
ア
し
た
７
５

０
４
事
業
所
の
申
請

め
、
前
年
度
よ
り
２
１
１
５

事
業
所
減
少
し
た
。

東
京
都
内
の
申
請
事
業
所

数
は
３
６
４
事
業
所
で
、
前

年
度
よ
り
１
８
３
事
業
所
少

な
い
。
こ
の
う
ち
新
規
申
請

が
60
事
業
所
、
ߋ
新
申
請
が

３
０
４
事
業
所
と
な
っ
て
い

る
。全

国
の
申
請
数
で
最
も
多

い
の
は
、
大
ࡕ
府
の
５
５
２

件
で
、
Ѫ
知
県
５
０
６
件
、

࡛
ۄ
県
４
７
６
件
、
ਆ
ಸ
઒

県
３
８
２
件
、
ઍ
葉
県
３
６

５
件
に
次
い
で
、
東
京
は
６

൪
目
と
な
っ
た
。

今
後
、
ධ
Ձ
基
準
に
基
ͮ

き
申
請
書
ྨ
の
審
ࠪ
を
行

い
、
1ù
月
中
०
に「
安
全
性

༏
ྑ
事
業
所
」
を
認
定
・
公

ද
す
る
予
定
。

国
౔
ަ
通
ল

は
、
自
ಈ
ं
運

送
事
業
に
関
す

る
各
छ
手
続
き

に
つ
い
て
、
９

月
か
ら
先
行
運

用
を
ܦ
て
、
Φ

ン
ラ
Π
ン
に
よ

る
申
請
受
෇
を

段
階
的
に
։
࢝

す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
事
業
者

は
書
໘
で
ఏ
出

し
て
い
た
自
ಈ

ं
運
送
事
業
関
連
手
続
き
の

申
請
書
や
ಧ
出
書
を
、
ύ
ι

コ
ン
か
ら
Π
ン
λ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ఏ
出
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

対
৅
は
、
՟
物
運
送
事
業

法
の
一
ൠ
՟
物
自
ಈ
ं
運
送

事
業
の
ڐ
可
、
事
業
ܭ
画
の

変
ߋ
౳
の
認
可
・
ಧ
出
、
ৡ

౉
ৡ
受
・
合
ซ
・
分
割
・
相

続
の
認
可
、
運
輸
։
࢝
前
・

運
輸
։
࢝
ಧ
、
安
全
౷
ׅ
管

理
者
の
બ
任
ຢ
は
解
任
の
ಧ

出
、
整
උ
管
理
者
の
બ
任
・

変
ߋ
・
ഇ
止
の
ಧ
出
、
事
業

実
੷
ใ
告
書
の
ఏ
出
、
事
故

ใ
告
書
の
ఏ
出
、
運
行
管
理

者
ࢿ
格
者
ূ
の
ަ
෇
・
࠶
ަ

෇
、
運
送
ར
用
管
理
者
の
બ

任
・
解
任
の
ಧ
出
、
各
छ
点

ݺ
の
実
施
・
変
ߋ
・
ऴ
ྃ
の

ಧ
出
・
ใ
告
な
ど
、
書
໘
で

ఏ
出
し
て
い
た
主
要
な
申

請
・
ಧ
出
手
続
き
と
な
る
。

新
シ
ス
テ
Ϝ
で
の
Φ
ン
ラ

Π
ン
申
請
に
は
、３
छ
（ྨ
̴

国
ަ
ল
は
８
月
19
日
ޕ
前

11
時
か
ら
1ù
時
ま
で
、
Φ
ン

ラ
Π
ン
会
（ٞ
マ
Π
ク
ϩ
ι

ϑ
ト
ν
ー
Ϝ
ζ
λ
΢
ン
ϗ
ー

ル
）に
よ
る「
Φ
ン
ラ
Π
ン

申
請
関
連
説
明
会
」
を
։
࠵

す
る
。
Φ
ン
ラ
Π
ン
申
請

㏯̜
̾
ͅ
、̜
Ϗ
ζ
、マ
Π
ク

ϩ
ι
ϑ
ト
΢
Π
ン
υ
΢
ζ
）

の
ア
カ
΢
ン
ト
か
ら
い
ず
れ

か
１
つ
を
登
録
し
、̴

㏯̜

̾
ͅ
ア
プ
リ
を
Π
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

ৄ
し
い
手
順
や
対
৅
手
続

き
の
一
ཡ
は
、
同
ল
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

（
̴
㏯̜
̾
ͅ
）の
概

要
、ར
用
準
උ
方
法
、

主
な
申
請
ૢ
作
方
法

に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
࣭
疑
応
౴
に
対

応
す
る
予
定
。
説
明
会
へ
の

参
加
に
は
、８
月
1ü
日
ޕ
後

５
時
ま
で
に
事
前
登
録
が
必

要
。ৄ

ࡉ
は
、
国
ަ
ল
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

（
新
規
・
ߋ

新
合
ܭ
）を

受
理
し
た

（
速
ใ
஋
）。

上
͛
を
実
ݱ
す
る
事
業
者
が

い
る
一
方
で
、
運
賃
ަ
ব
を

実
施
し
て
い
な
い
事
業
者
も

ଘ
ࡏ
す
る
な
ど
、
ඪ
準
的
運

賃
へ
の
理
解
、
ී
及
・
ਁ
ಁ

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ

る
。こ

の
た
め
、
ඪ
準
的
運
賃

ಧ
出
後
に
運
賃
ަ
ব
へ
ྟ
Ή

際
の
ো
น
を
取
り
আ
き
、
ަ

ব
未
実
施
の
会
員
事
業
者
に

は
運
賃
・
料
金
の
஋
上
͛
に

向
け
た
行
ಈ
を
求
め
て
い
く

と
と
も
に
、
ক
来
の
物
流
危

機
の
回
避
に
は
஋
上
͛
が
必

要
と
な
る
状
況
を
ਁ
ಁ
さ
せ

て
い
く
。

さ
ら
に
、
ඪ
準
的
運
賃
の

取
り
組
み
の
ਂ
度
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
数
年
後
と

さ
れ
る
適
正
ݪ
Ձ
に
対
応
す

る
た
め
、
৘
ใ
の
ऩ
集
や
東

ト
ڠ
と
し
て
の
ҙ
見
を
集
約

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
し

た
。

申
請
事
業
所
数
は
、
前
年
度

よ
り
１
９
５
６
事
業
所
少
な

か
っ
た
。
２
０
０
３（
ฏ
成

1ü
）
年
度
以
߱
、
長
期
的
に

増
加
傾
向
を
୧
っ
て
い
る

（
ά
ϥ
ϑ
ࢀ
র
）。

こ
の
う
ち
、
新
規
申
請
は

１
３
１
４
事
業
所
で
、
前
年

度
よ
り
１
５
９
事
業
所
増
加

し
た
。
ߋ
新
申
請
の
う
ち
、

初
回
申
請
１
１
２
３
件
、
２

回
目
１
３
１
５
件
、３
回
目

１
３
４
２
件
、
４
回
目
１
３

２
６
件
、５
回
目
１
０
８
４

件
の
合
ܭ
６
１
９
０
事
業

所
。
今
年
度
は「
ΰ
ー
ル
υ

̜
マ
ー
ク
」
の
授
༩
対
৅
と

な
る
６
回
目
ߋ

新
が
な
い
た

ඪ४తӡ௞の׆༻
ঢ়گΞϯέーτ
ೋݩ࣍ίーυ

申請事業所数の推移

౦
ژ
౎
ト
ラ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
ਫ
໺
ޭ
ձ
௕
Ờ

は
、「
ඪ
४
త
運
௞
」の
ಧ
ग़
Λ
し
た
ձ
һ

ࣄ
業
ऀ
が
ऩ
ड
の
࣮
ݱ
に
޲
け
て
࣮
ફ
す

る
た
Ί
、「
ඪ
४
త
運
௞
の
׆
༻
状
況
に

関
す
る
Ξ
ϯ
έ
ồ
ト
」Λ
࣮
施
し
て
࣍、

の
Ұ
ख
と
ͳ
る
औ
Γ
૊
Έ
に
つ
い
て
ݕ
౼

し
て
い
͘
。
෺
ྲྀ
の
̎
̌
̎
̐
年
໰
୊
΁

の
ର
Ԡ
の
લ
ఏ
と
ͳ
る「
ඪ
४
త
運
௞
」

は
、「
ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
」に
発
ల
す
る
͜
と
と
ͳ

ỳ
た
が
、۩
ମ
త
ͳ
࿮
૊
Έ
の
ఏ
ࣔ
΍
৽

๏
が
ػ
ೳ
す
る
ま
Ͱ
に
は
গ
ͳ
͘
と
΋
਺

年
Λ
ཁ
す
る
ݟ
ࠐ
Έ
か
ら
、վ
Ί
て
ඪ
४

త
運
௞
に
つ
い
て
ཧ
解
Λ
ਂ
Ί
、ऩ
ड
に

޲
け
た
行
ಈ
Λ
ଅ
し
て
い
͘
ํ
਑
ͩ
。

ඪ
४
త
ӡ
௞
Ͱ
࣍
ͷ
Ұ
ख
΁

行
ಈ
ʹ
޲
͚
࣮
ଶ
ௐ
ࠪ
࣮
ࢪ

౦ト協

全ト協

ՙ
ओ
ا
ۀ
ʹ
഑
ྀ
ٻ
Ί
Δ

東
京
は
３
６
４
事
業
所

̎
̌
̎
̑
年
度

̜
Ϛ
ồ
Ϋ
ਃ
੥

ؔ
ӡ
ہ
ɾ
ਆ
࿑
ہ
ɾ
ਆ
ӡ
ࢧ
ہ

τϥοΫɾ෺ྲྀ̜ϝϯ
ՙओಛผରࡦνʔϜ
߹ಉύτϩʔϧ�

�
50�事業ॴͷਃ੥डཧ

省ަࠃ

̕月͔ΒΦンϥインਃ੥Λ։࢝
ࣗಈंӡૹؔۀࣄ࿈खଓ͖

８
݄
1Ā
೔
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ

ਃ
੥
ؔ
࿈
આ
໌
ձ
を
։
࠵
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企画部 事業グループ

国
ަ
ল
は
、
令
和
７
年
度

「
物
流
ڌ
点
機
能
ڧ
化
ࢧ
ԉ

事
業
」（
補
助
事
業
）の
公
ื

を
行
っ
て
い
る
。
公
ื
期
間

は
11
月
ù8
日
ޕ
後
５
時
ま
で

（
必
ண
）。

ࡂ
֐
時
や
ి

力
不
଍
時
に
、

α
プ
ラ
Π
ν
ỻ

ー
ン
上
に
お
け

る
物
流
ڌ
点
に
お
い
て
ి
ݯ

機
能
を
維
持
し
、
ਝ
速
か
つ

ԁ
׈
な
物
ࢿ
輸
送
体
制
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、

高
額
な
導
入
අ
用
な
ど
か

ら
、
自
助
౒
力
で
導
入
す
る

東
京
労
働
局
長

に
、
７
月
１
日
෇
で

増
ా
࢚
࿠
）ࢯ
高
・ྸ

ো
֐
・
求
職
者
雇
用

ࢧ
ԉ
機
構
ো
֐
者
職

業
総
合
η
ン
λ
ー
ݚ

ڀ
主
װ
）が
就
任
し

た
。

֐
・
求
職
者
雇
用
ࢧ
ԉ

機
構
ো
֐
者
職
業
総
合

η
ン
λ
ー
ݚ
ڀ
主
װ
を

ྺ
任
。

૿
ా
࢚
࿠（
ま
す
だ
・
し

Ζ
う
）
ࢯ

ฏ
成
２
年
明
࣏

大
学
ଔ
。同
年
労
働
ল
入
ল
。

国
౔
ަ
通
ল
大
ਉ
׭
๪
審
ٞ

）׭
不
ಈ
産
・
建
設
ܦ
ࡁ
局

担
当
）、
ް
生
労
働
ল
大
ਉ

׭
๪
審
ٞ
）׭
労
働
条
件
੓

策
、賃
金
担
当
）、高
ྸ
・
ো

こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
と
な
る
た
め
、
ඇ
常

用
ి
ݯ
設
උ（
発
ి
設
උ
ま

た
は
஝
ి
஑
）の
導
入
අ（
設

ܭ
・
޻
事
අ
含
Ή
）を
補
助

す
る
も
の
。

補
助
率
は
、
対
৅
ܦ
අ
の

２
分
の
１
以
内（
上
限
１
５

０
０
万
ԁ
）。

補
助
対
৅
事
業
者
は
、
૔

庫
事
業
者
や
՟
物
ར
用
運
送

事
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
λ
ー
ミ

国
౔
ަ
通
ল
は

８
月
５
日
、
令
和

６
年
５
月
に
公
布

さ
れ
た「
流
通
業

務
の
総
合
化
及
び

効
率
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
及
び

՟
物
自
ಈ
ं
運
送

事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
一
部
の
施
行
期
日

国
ަ
ল
は
８
月
１
日
、「
՟

物
自
ಈ
ं
運
送
事
業
法
ෟ
則

ୈ
１
条
の
２
に
基
ͮ
く
ՙ
主

へ
の
ੋ
正
指
導
指
਑
」
の
制

定
Ҋ
に
つ
い
て
、
ύ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
ื
集
し
て
い

る
。
ื
集
期
間
は
８
月
31
日

ま
で
。

行
੓
指
導
指
਑
で
は
、
①

ੋ
正
指
導
の
対
৅
ʗ
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
の
ੋ
正
指

導
の
対
৅
と
な
る
ՙ
主
の
定

義
、違
反
ݪ
因
行
ҝ
の
छ
別
、

違
反
ݪ
因
行
ҝ
͝
と
の
定
義

及
び
考
え
方
౳
を
規
定
、
②

ੋ
正
指
導
の
手
続
き
、
改
善

内
容
の
確
認
ʗ
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
メ
ン
が
ੋ
正
指
導
を

実
施
す
る
際
の
判
அ
基
準
及

び
手
続
き
、
ੋ
正
指
導
を
実

施
し
た
際
の
改
善
内
容
の
確

認
方
法
౳
を
規
定
、
③
ՙ
主

ύ
ト
ϩ
ー
ル
౳
の
実
施
ʗ

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
に

よ
る
ՙ
主
ύ
ト
ϩ
ー
ル
や
֗

頭
׆
ಈ
に
関
す
る
実
施
方
法

を
定
め
る
੓
令
お
よ
び
そ
の

施
行
に
必
要
な
規
定
の
整
උ

を
行
う
੓
令
が
、
ֳ
ٞ
決
定

さ
れ
た
と
発
ද
。
概
要
は
次

の
通
り
。

ʓ
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び

効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
及
び
՟
物
自
ಈ
ं
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定

౳
を
規
定
、
ᶆ
৘
ใ
ఏ
ڙ
及

び
処
理
結
果
通
知
౳
ʗ
ト
ラ

ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
ຢ
は
̜

メ
ン
調
ࠪ
員
に
対
す
る
৘
ใ

の
ఏ
ڙ
方
法
や
৘
ใ
の
取
り

ѻ
い
、
৘
ใ
ఏ
ڙ
者
へ
の
処

理
結
果
の
通
知
制
度
౳
に
つ

い
て
規
定
―
―
と
な
っ
て
い

る
。国

ަ
ল
で
は
、
適
正
な
取

引
を
્
֐
す
る
行
ҝ
を
ੋ
正

す
る
た
め
、
՟
物
自
ಈ
ं
運

送
事
業
法
に
基
ͮ
き
、
ՙ
主

企
業
・
ݩ
請
事
業
者
へ
の
ੋ

正
指
導
を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ґ
然
と
し

て
ՙ
主
な
ど
に
起
因
す
る
長

時
間
の
ՙ
待
ち
や
運
賃
・
料

金
の
不
当
な
ਾ
え
置
き
な

ど
が
十
分
に
解
消
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
令
和
５
年

の
બ
任
を
義
務
෇
け
な
ど

ừ
物
効
法
Ử

ʓ
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び

効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
及
び
՟
物
自
ಈ
ं
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関

係
੓
令
の
整
උ
に
関
す
る
੓

令
・
特
定
事
業
者
の
指
定
に

係
る
重
ྔ
౳
の
基
準
を
定
め

る
。・

特
定
ՙ
主
౳
に
対
す
る

໋
令
に
際
し
ҙ
見
を
ௌ
く
審

ٞ
会
を
定
め
る
。

ࣄ
ނ
ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ
の
ܒ
ൃ
ί
ϯ
ς
ϯ
π

̞
̩
̖
̧
̙
̖
の
̝
̥
Ͱ
ެ
։

ࠃ
ަ
ল

国
ަ
ল
は
８
月
５
日
、
事

業
用
自
ಈ
ं
事
故
調
ࠪ
委
員

会
事
務
局
の
ަ
通
事
故
総
合

分
ੳ
η
ン
λ
ー（
̞
̩
̖
̧

「
̜
メ
ン
調
ࠪ
員
」
を
新
た

に
設
け
、
総
੎
３
６
０
人
規

໛
へ
の
体
制
֦
ॆ
を
図
り
、

৘
ใ
ऩ
集
機
能
を
ڧ
化
し
て

き
た
。

ৄ
ࡉ
は
、̴

㏯̜
̾
ͅ
の

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）を

参
র
。

ҙ
見
ఏ
出
は
、̴
㏯̜
̾
ͅ

の
入
力
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
、メ
ー
ル
、

༣
送
で
受
け
෇
け
る
。東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
̝
̥
に
̴

㏯̜
̾
ͅ
該
当
ϖ
ー
ジ
へ
の

リ
ン
ク
を
ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

め
る
੓
令

次
の
事
߲

に
係
る
物
流

改
正
法
の
施

行
期
日
を
令

和
８
年
４
月
１
日
と
す
る
。

・
特
定
事
業
者（
日
本
全

体
の
՟
物
ྔ
の
൒
分
ఔ
度
を

カ
バ
ー
す
る
大
手
ՙ
主
、
૔

庫
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

౳
）に
対
す
る
中
長
期
ܭ
画

の
作
成
や
定
期
ใ
告
౳
を
義

務
෇
けừ
物
効
法
Ử

・
特
定
事
業
者
の
う
ち
ՙ

主
に
は
、
物
流
౷
ׅ
管
理
者

７
月
に「
ト
ラ
ッ
ク
̜
メ
ン
」

を
૑
設
し
、
̜
メ
ン
の
調
ࠪ

結
果
を
ՙ
主
な
ど
へ
働
き
か

け
、
要
請
な
ど
の
ੋ
正
指
導

に
׆
用
し
、
実
効
性
を
確
保

し
て
き
た
。
さ
ら
に
、６
年

11
月
、
物
流
全
体
の
適
正
化

を
図
る
観
点
か
ら「
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
」
に
改
組

し
、
૔
庫
業
者
か
ら
の
৘
ใ

を
ऩ
集
す
る
と
と
も
に
、
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
に

・
特
定
ՙ
主
౳
の
指
定
、

ಧ
出
の
受
理
、
監
督
౳
に
関

す
る
ՙ
主
事
業
所
管
大
ਉ

の
ݖ
限
を
、
஍
方
ࢧ
分
部
局

の
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
す

る
。・

そ
の
他
、
関
係
੓
令
に

お
い
て
も
条
߲
ず
れ
改
正
౳

の
所
要
の
改
正
を
行
う
。

な
お
、
同
੓
令
は
８
月
８

日
公
布
、８
年
４
月
１
日
施

行
と
な
る
。

ナ
ル
事
業
者
、
՟
物
自
ಈ
ं

運
送
事
業
者
な
ど
。

補
助
要
件
は
、
所
定
の
施

設
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

小
規
໛
施
設（
施
設
໘
ੵ
１

０
０
０
ฏ
方
ἇ
未
満
）で
な

い
も
の
で
、
ࡂ
֐

時
な
ど
に
஍
方
公

ڞ
ஂ
体
な
ど
か
ら

ڠ
力
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
対
応
可
能
な
ൣ
ғ

内
で
ڠ
力
す
る
ҙ
向
が
あ
る

こ
と
な
ど
。

ৄ
ࡉ
は
、
国
ަ
ল
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

̙
̖
）ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝

̥
）の
同
委
員
会
の
ϖ
ー
ジ

で
、
調
ࠪ
ใ
告
書
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
ܒ
発
コ
ン

テ
ン
π
を
公
։
し
た
。
コ
ン

テ
ン
π
は
ܒ、
発
ಈ
画
ୈ
１・

２
஄
と
、
ܒ
発
マ
ン
Ψ『
̩

̝
̚
̘
̖
̨
̚
̨
̩
̪
̙

̮

そ
の
時
υ
ラ
Π
バ
ー
に

Կ
が
起
こ
っ
た
の
か
』
̘
̖

̨
̚
１
～
６
。

コ
ン
テ
ン
π
は
１
月
と
３

月
に
運
送
事
業
関
係
ஂ
体
な

ど
に
配
布
し
た
も
の
で
、
࠶

配
布
の
要
๬
な
ど
大
き
な
反

響
が
あ
っ
た
も
の
を
̝
̥
で

公
։
し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク

ҧ
൓
ݪ
Ҽ
行
ҝ
の
৘
ใ
ऩ
ू

ू
த
؂
ࢹ
݄
ؒ
΁
࣮
ଶ
ௐ
ࠪ

ࠃ
ަ
ল

国
ަ
ল
は
８
月
１
日
、「
違

反
ݪ
因
行
ҝ
の
実
態
調
ࠪ
」

を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
令
和
７
年
度

も
11
・
1ù
月
を
集
中
監
ࢹ
月

間
と
Ґ
置
ͮ
け
、
ト
ラ
ッ
ク

関
連
で
は
、
ܒ
発
マ
ン
Ψ
̘

̖
̨
̚
４
ử
中
ܕ
ト
ラ
ッ
ク

の
௥
突
事
故（
３
年
10
月
・

ࢁ
形
県
東
ࠜ
ࢢ
）、
̘
̖
̨

̚
５
ử
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
の
௥

突
事
故（
ݩ
年
６
月
・
࣎
լ

県
ו
生
܊
ཽ
Ԧ
ொ
）、
̘
̖

運
送
事
業
者
へ
の
違
反
ݪ
因

行
ҝ
実
態
調
ࠪ
や
、
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
に
よ
る
関

係
ল
ி
と
連
携
し
た
ώ
ア
リ

ン
ά
な
ど
に
よ
り
入
手
し
た

৘
ใ
に
基
ͮ
き
、
ѱ
࣭
な
ՙ

主
や
ݩ
請
事
業
者
な
ど
に
対

す
る
監
ࢹ
の
ڧ
化
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

調
ࠪ
は
Π
ン
λ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
̬
̴
̱
調
ࠪ

で
、
回
౴
期
限
は
８
月
31
日

ま
で
。
ࠨ
記
の
ೋ
次
ݩ
コ
ー

υ
か
ら
̬
̴
̱
ア
ン
ケ
ー
ト

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
で
回
౴
を
入
力
す

る
。な

お
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
調
ࠪ
ථ
一
式
を

発
送
し
て
お
り
、
̛
̖
̭
で

の
回
౴
も
可
能
。

̨
̚
６
ử
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
の

衝
突
事
故（
ݩ
年
10
月
・
࣎

լ
県
高
ౡ
ࢢ
）を
ऩ
録
し
て

い
る
。

ར
用
条
件
な
ど
は
、
̞
̩

̖
̧
̙
̖
の
̝
̥
を
参
র
。

ࢯా૿

ҧ൓ݪҼߦҝの
࣮ଶௐࠪ
ೋݩ࣍ίーυ

ύ
ϒ
ί
ϝ
ื
ू

８
݄
ú1
೔
·
Ͱ

ՙ
ओ
΁
ͷ
ੋ
ਖ਼
ࢦ
ಋ
ࢦ
਑
ͷ
੍
ఆ
Ҋ

国交省

෺
ྲྀ
ڌ
఺
機
ೳ
の
ڧ
化
へ

ඇ
ৗ
༻
ి
ݯ
ઃ
උ
ʹ
補
助

དྷ೥４月̍日ߦࢪ ෺
ྲྀ
ޮ
཰
化
๏
ɾ
ࣄ
ۀ
๏
վ
ਖ਼

ؔ
܎
੓
ྩ
を
ֳ
ٞ
ܾ
ఆ
ࠃ
ަ
ল

ࠃ
ަ
ল

東࿑局長ʹ૿ా͕ࢯब೚
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ฏ
成
30
年
の
事
業
法
改
正

（
ඪ
準
的
運
賃
な
ど
）を
含

め
、
先
日
の
一
連
の
法
改
正

な
ど
は
、
υ
ラ
Π
バ
ー
の
ܦ

ࡁ
的
・
社
会
的
஍
Ґ
の
向
上

を
実
ݱ
す
る
た
め
の
も
の
だ

っ
た
。
法
律
の
改
正
に
対
応

す
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
؊

心
な
の
は
υ
ラ
Π
バ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
、
従
業
員
の
労

働
条
件
の
改
善
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
重
要
な
の
は
、
労

働
時
間
の
短
縮
だ
。そ
こ
で
、

近
ـ
運
輸
局
管
内
の
あ
る
事

業
者
が
残
業
θ
ϩ
で
、
༗
給

休
Ջ
取
得
率
１
０
０
％
（
ඇ

正
規
雇
用
社
員
に
も
༗
給
休

Ջ
が
あ
る
が
、
一
部
に
は
取

得
率
が
１
０
０
％
に
満
た
な

い
人
も
い
る
）を
実
ݱ
し
て

い
る
事
例
を
参
考
に
、
労
働

事
業
者
も
い
る
。

先
の
４
時
間
୯
Ґ
の
࢓
事

の
組
み
合
わ
せ
と
同
じ
よ
う

に
、
こ
れ
ら
一
回
͝
と
の
配

送
を
分
཭
し
て
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
月
間
の
残
業
時

間
を
コ
ン
ト
ϩ
ー
ル
し
て
い

る
東
ト
ڠ
会
員
事
業
者
も
い

る
。
こ
の
事
業
者
は
、
各
配

送
と
も
ෳ
数
ՙ
主
の
ՙ
物
を

ڞ
同
配
送
し
、
ੵ
ࡌ
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
の
で
ऩ
ӹ

性
が
高
い
。
４
Ἁ
ं
で
月
ฏ

ۉ
の
運
賃
ऩ
入
が
１
４
０
万

ԁ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
ݪ
ࢿ
の
ཪ
෇
け
が

あ
る
の
で
、
以
前
か
ら
ຖ
年

ϕ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
続
け
て
い

る
。労

働
時
間
短
縮
と
賃
金
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
自
社
の
諸

条
件
に
応
じ
た
生
産
性
向
上

は
可
能
だ
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

時
短
推
進
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
事
業
者
は
新
ฉ
輸
送

を
メ
Π
ン
に
し
て
い
る
の

で
、
一
ൠ
՟
物
と
は
少
し
条

件
が
異
な
る
。
新
ฉ
輸
送
で

は
、
ே
ץ
と
༦
ץ
の
間
の
時

間
が
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
10
数
年
前
に
ே
ץ

と
༦
ץ
の
担
当
者
を
分
཭
す

る
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ே
༦
ץ
の
間
の
߆

ଋ
時
間
を
な
く
し
た
の
で
あ

る
。
コ
ー
ス
に
よ
り
輸
送
ڑ

཭
と
所
要
時
間
が
多
少
異
な

る
が
、
ே
༦
ץ
の
ඪ
準
的
な

労
働
時
間
を
そ
れ
ͧ
れ
４
時

間
と
設
定
。
そ
の
間
に
組
み

入
れ
る
࢓
事
も
、
４
時
間
を

୯
Ґ
に
։
୓
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
同
社
で
は
一
つ
の
࢓

事
を
４
時
間
୯
Ґ
に
し
て
業

と
一
体
化
す
る
形
を
取
っ
て

い
る
。
労
働
時
間
の
೺
Ѳ
と

安
全
管
理
を
同
時
に
行
う
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ۈ
務
体
制
を

可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
෭

業
の
ඇ
正
規
雇
用
υ
ラ
Π
バ

ー
だ
。
同
社
で
は「
時
給
社

員
」
と
ݺ
ん
で
い
る
。
保
༗

ं
両
数
が
約
ü0
台
で
、
υ
ラ

Π
バ
ー
は
約
１
５
０
人（
そ

の
う
ち
約
60
％
が「
時
給
社

員
」）な
の
で
、ト
ラ
ッ
ク
１

台
に
つ
き
υ
ラ
Π
バ
ー
が
３

人
と
い
う
体
制
で
あ
る
。
ݱ

ࡏ
は
６
人
で
５
つ
の
作
業

（
４
時
間
୯
Ґ
）を
行
っ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
正
社
員
の

所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
、６
人
で
４
つ
の
作
業

を
行
う
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
時
給
社
員
の
増

員
を
進
め
て
い
る
が
、
Π
ン

λ
ー
ネ
ッ
ト
と
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー

ジ
の
ื
集
に
、
෭
業
ر
๬
者

が
か
な
り
応
ื
し
て
く
る
よ

う
だ
。
໘
઀
で
は
正
業
の
労

働
実
態
を
ώ
ア
リ
ン
ά
し
、

ա
労
に
な
ら
な
い
よ
う
ۈ
務

時
間
を
設
定
。
ر
๬
す
る
可

処
分
所
得
に
、
で
き
る
だ
け

Ԋ
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
応

ื
者
の
多
く
は
、
早
ே
に
࢓

事
を
し
て
定
時
に
正
業
に
就

け
る
よ
う
な
、
ே
ץ
時
間
ଳ

を
ر
๬
す
る
と
い
う
。

さ
て
、
当
社
は
新
ฉ
輸
送

で
は
な
い
か
ら
関
係
な
い
と

思
わ
れ
る
方
が
い
る
と
思
う

が
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

会
員
の
中
に
は
、
物
流
η
ン

λ
ー
か
ら
ళ
ฮ
配
送
を
し
て

い
る
事
業
者
は
結
構
い
る
の

で
は
な
い
だ
Ζ
う
か
。
ほ
と

ん
ど
は
ޕ
前
配
送
、
ޕ
後
の

早
い
時
間
の
配
送
、
ޕ
後
の

஗
い
時
間
の
配
送
か
と
思

う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の

短
時
間
の
࢓
事
を
し
て
い
る

務
の
։
୓
を
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
࢓

事
の
࢝
業
時
と
ऴ
業
時
に
は

ア
ル
コ
ー
ル
ν
ỻ
ッ
ク
を
行

い
、
そ
れ
を
λ
Π
Ϝ
カ
ー
υ

時間単位で複数組み合わせ

店舗配送コントロールが可能

副
業
希
望
者
で
時
短
を
推
進

国
౔
ަ
通
ল
は
、
令
和
６

年
度
補
正
予
ࢉ
に
よ
る「
中

小
物
流
事
業
者
の
労
働
生
産

性
向
上
事
業（
テ
ー
ル
ή
ー

ト
リ
ϑ
λ
ー
౳
導
入
౳
ࢧ

ԉ
）」を
実
施
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ
行
ஂ
体

の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

７
月
ù8
日
か
ら
補
助
申
請
の

受
෇
を
行
っ
て
い
る
。
受
෇

期
間
は
９
月
30
日
ま
で（
先

ண
順
、
予
ࢉ
額
を
超
ա
す
る

申
請
が
あ
っ
た
時
点
で
受
෇

ऴ
ྃ
）。

同
事
業
は
、
ं
両
の
効
率

化
設
උ
の
導
入（
テ
ー
ル
ή

ー
ト
リ
ϑ
λ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク

౥
ࡌ
ܕ
ク
Ϩ
ー
ン
、
２
段
ੵ

み
σ
ッ
キ
の
導
入
な
ら
び
に

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
）の

ほ
か
、
業
務
効
率
化
、
ܦ
Ӧ

力
ڧ
化
お
よ
び
人
ࡐ
確
保
・

育
成
の
取
り
組
み
な
ど
に
対

し
て
ࢧ
ԉ
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

お
け
る
中
小
企
業
の
ܦ
Ӧ
の

構
଄
的
な
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
。

申
請
ࢿ
格
は
、
中
小
物
流

事
業
者（
ࢿ
本
金
３
ԯ
ԁ
以

Լ
ま
た
は
従
業
員
数
３
０
０

人
以
Լ
か
つ
保
༗
ं

両
数
５
両
以
上
）で
、

「
ϗ
ワ
Π
ト
物
流
」推

進
運
ಈ
の
自
主
行
ಈ

ッ
ク
౥
ࡌ
ܕ
ク
Ϩ
ー
ン
、
③

ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ
用
２
段
ੵ
み

σ
ッ
キ
、
ᶆ
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク

˜
補
助
額
ử
①
導
入
අ
の

６
分
の
１
ʗ
１
台
当
た
り
10

万
ԁ（
ア
ー
Ϝ
式・ਨ
௚
式
）、

ù0
万
ԁ（
後
部
格
納
式・চ
Լ

格
納
式
）、②
導
入
අ
の
６
分

の
１
ʗ
１
台
当
た
り
70
万
ԁ

（
大
ܕ
）、60
万
ԁ（
中
ܕ
）、ü0

万
ԁ（
小
ܕ
）、③
導
入
අ
の

６
分
の
１
ʗ
σ
ッ
キ
１
基
に

つ
き
６
万
ԁ（
１
台
当
た
り

上
限
18
万
ԁ
、
最
大
ं
両
７

台
分
１
２
６
万
ԁ
ま
で
）、ᶆ

導
入
අ
の
６
分
の
１
ʗ
１
台

当
た
り
４
０
０
万
ԁ（
バン
ϑ

ル
ト
Ϩ
ー
ラ
・
υ
リ
ー
෇
バ

ン
η
ミ
ト
Ϩ
ー
ラ
・
υ
リ
ー

ʴ
η
ミ
ト
Ϩ
ー
ラ
）
˞
１
事

業
者
に
つ
き
１
台
。た
だ
し
、

①
～
ᶆ
は
̜
マ
ー
ク
取
得
事

業
者
は
３
台
、「
ϗ
ワ
Π
ト

物
流
」
推
進
運
ಈ
の
自
主
行

ಈ
એ
言
、「
働
き
や
す
い
職
場

認
ূ
制
度
」
の
認
ূ
取
得
、

「
ύ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

એ
言
」の
実
施
、最
௿
賃
金
を

３
％
ま
た
は
4ü
ԁ
以
上
増
加

さ
せ
て
い
る
事
業
者
は
２
台

ợ
ۀ
຿
ޮ
཰
Խ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
補
助
対
৅
ử
ᶇ
予
約
受

෇
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶈ
̖
̨
̣
シ

ス
テ
Ϝ
、
ᶉ
受
஫
৘
ใ
事
前

確
認
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶊ
ύ
Ϩ
ッ

ト
౳
管
理
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶋ
配

ं
ܭ
画
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶌ
求
՟

求
ं
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶍ
運
行
・

労
務
管
理
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶎ
契

約
書
ి
ࢠ
化
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶏ

ं
両
ಈ
態
管
理
シ
ス
テ
Ϝ

˜
補
助
額
ử
ᶇ
～
ᶎ
各
シ

ス
テ
Ϝ
導
入
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
上
限
ù4

万
ԁ
、
ෳ
数
シ
ス
テ
Ϝ
の
導

入
可
、
ᶏ
導
入
に
係
る
σ
ジ

λ
ル
λ
コ
ά
ラ
ϑ
導
入
අ
の

２
分
の
１（
１
台
当
た
り
上

限
1ù
万
ԁ
ʗ
１
事
業
者
当
た

り
10
台
ま
で
）

ợ
ܦ
Ӧ
ྗ
ڧ
Խ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
補
助
対
৅
ử
ᶐ
ݪ
Ձ
管

理
シ
ス
テ
Ϝ
、
ᶑ
̢
ˍ
̖
・

事
業
ঝ
継

˜
補
助
額
ử
ᶐ
導
入
අ
の

２
分
の
１
ʗ
１
事
業
者
当
た

り
６
万
ԁ
、
ᶑ
ܦ
අ
の
６
分

の
１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
上

限
ü0
万
ԁ

ợ
ਓ
ࡐ
֬
อ
ɾ
ҭ
੒
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
補
助
対
৅
ử
ᶒ
人
ࡐ
࠾

用
׆
ಈ
、ᶓ
人
ࡐ
育
成
׆
ಈ
、

એ
言
や
、「
働
き
や
す
い
職
場

認
ূ
制
度
」
の
認
ূ
取
得
、

「
ύ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

એ
言
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
加
え
、
̜
マ
ー
ク
の

認
定
取
得
、
最
௿
賃
金
を
３

％
ま
た
は
4ü
ԁ
以
上
増
加
さ

せ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、

補
助
上
限
台
数
の
引
き
上
͛

を
行
う
༏
۰
ા
置
も
あ
る
。

補
助
予
ࢉ
額
は
約
７
ԯ

ԁ
。
対
৅
事
業（
①
～
ᶔ
）

と
補
助
額
な
ど
は
次
の
通
り
。

ợ
ं
྆
ͷ
ޮ
཰
Խ
ઃ
උ
ͷ
ಋ

ೖ
౳
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
補
助
対
৅
ử
①
テ
ー
ル

ή
ー
ト
リ
ϑ
λ
ー
、
②
ト
ラ

ᶔ
中
・
大
ܕ
໔
ڐ
、
け
ん
引

໔
ڐ
・
ϑ
Ỽ
ー
ク
リ
ϑ
ト
運

転
ࢿ
格

˜
補
助
額
ử
ᶒ
ᶓ
׆
ಈ
අ

の
２
分
の
１
ʗ
１
事
業
者
当

た
り
上
限
1ü
万
ԁ
、ᶔ
໔
・ڐ

ࢿ
格
取
得
අ
の
２
分
の
１
ʗ

公
正
取
引
委
員

会
は
８
月
ù1
日
ޕ

前
９
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
、
ઍ
代

ా
区
の
ܦ
ࡁ
産
業

ল
஍
Լ
２
階
講
ಊ

で
、「
２
０
２
６

年
１
月
施
行
ʂ
～

Լ
請
法
は
取
適
法

へ
～
改
正
ϙ
Π
ン

ト
説
明
会
」（
会
場

ԉ
機
関
、金
༥
機
関
な
ど
。

会
場
参
加
の
場
合
、
定
員
は

２
３
０
人（
先
ண
順
・
１
事

業
者
２
人
ま
で
）。

プ
ϩ
ά
ラ
Ϝ
は
、
①
取

適
法（
Լ
請
法
）の
概
要
ʗ

改
正
内
容
に
つ
い
て（
公
取

委
）、
②
改
正
ৼ
ڵ
法
に
つ

い
て（
中
企
ி
）。
࣭
疑
応
౴

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し

ࠐ
み
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
に
記
入
す
る
。

申
し
ࠐ
み
は
、
公
取
委
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
・
ೋ
࣍

ݩ
ί
ồ
υ
）の
申
ࠐ
ϑ
Ỽ
ー

Ϝ
か
ら
。
申
ࠐ
期
限
は
８
月

14
日
ޕ
後
５
時
必
ண
。
ৄ
ࡉ

は
公
取
委
̝
̥
を
参
র
。

「
Լ
請
代
金
ࢧ
払
஗
延
౳

防
止
法（
Լ
請
法
）
及
び
Լ

請
中
小
企
業
ৼ
ڵ
法
の
一
部

１
事
業
者
当
た
り
上
限
1ü
万

ԁ
申
請
方
法
は
、
全
ト
ڠ
に

௚
઀
༣
送
す
る（
書
ཹ
༣
ศ・

Ϩ
λ
ー
ύ
ッ
ク
に
限
る
）。

ৄ
ࡉ
は
全
ト
ڠ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ
を
参
র
。参

加
・
Φ
ン
ラ

Π
ン
配
৴
ซ
用

の
ハ
Π
ブ
リ
ッ
ト
։
࠵
）を

։
࠵
す
る
。
中
小
企
業
ி
、

関
東
ܦ
ࡁ
産
業
局
が
ڞ
࠵
。

対
৅
は
、
取
適
法（
੡
଄

委
ୗ
౳
に
係
る
中
小
受
ୗ
事

業
者
に
対
す
る
代
金
の
ࢧ
払

の
஗
延
౳
の
防
止
に
関
す
る

法
律
ợ
中
小
受
ୗ
取
引
適
正

化
法
Ụ）
適
用
対
৅
事
業
者

（
発
஫
事
業
者
・
受
஫
事
業

者
）、஍
方
自
࣏
体
、産
業
ࢧ

を
改
正
す
る
法
律
」
の
来
年

１
月
施
行
に
伴
い
、
Լ
請
法

が
取
適
法
と
な
る
こ
と
か

ら
、
施
行
ま
で
に
޿
く
十
分

な
प
知
を
行
う
た
め
、
全
国

で
説
明
会
を
։
࠵
す
る
も
の
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
公
正

取
引
委
員
会
事
務
総
局
ܦ
ࡁ

取
引
局
取
引
部
企
業
取
引

課（
ὸ
03
・
３
５
８
１
・
３

３
７
３
）、
関
東
ܦ
ࡁ
産
業

局
産
業
部
適
正
取
引
推
進
課

（
ὸ
０
４
８
・
６
０
０
・
０

３
２
５
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
・

日
本
՟
物
運
送
ڠ
同
組
合
連

合
会
の
求
ՙ
求
ं
৘
ใ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
賃
指
数
に
よ
る
と
、

７
月
の
指
数
は
１
３
５

で
、
前
月
よ
り
４
⻲
、

前
年
同
月
を
４
⻲
そ
れ

ͧ
れ
上
回
っ
た
。

成
約
運
賃
指
数
が
令
和
２

年
７
月
以
߱
、
前
年
同
月
比

で
上
ঢ
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

ՙ
物
৘
ใ（
求
ं
）
登
録

件
数
は
1ù
万
４
３
３
６
件

で
、
前
年
同
月
比
13
・
０
％

減
少
。
成
約
率
は
19
・
９
％

で
同
２
・
２
⻲
増
加
し
た
。ೋݩ࣍ίーυ

ޮ
཰
Խ
΍
ਓ
ࡐ
֬
อ
ʹ
ิ
ॿ

த
খ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ࣄ
ۀ
ऀ
޲
͚

国交省શ
τ
ڠ
͕
ड
෇

̕
݄
ú0
೔
·
Ͱ

Լ
੥
๏
͸
औ
ద
๏
へ

݄̔��೔։࠵

վਖ਼ϙΠϯτઆ໌ձެ取ҕ

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

７
月
は
１
３
５
に

前
年
比
４
㌽
上
昇

全 ト 協
೔՟協࿈



ୈ1��6号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ̔ ݄��೔ ڠ（ � ） 会

øý
೔

ト
ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス
λ

̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
５

出
ల
企
業
・
ஂ
体
説
明
会

˜
同
ࢧ
部
説
明
会
˜
੨
年

部
正
෭
本
部
長
会
ٞ
˜
ঁ

性
部
正
෭
本
部
長
会
ٞ
˜

同
װ
事
会
˜
ւ
上
コ
ン
テ

ナ
専
門
部
会
໾
員
会
˜
ࡾ

組
৫
連
བྷ
会
˜
同
࠙
親
会

øÿ
೔

物
流
ܦ
Ӧ
士
課
ఔ
自

社
ܭ
画
の
発
ද
と
講
ධ
˜

øÿ
೔
 

1ü
時
ử
関
東
・
ߕ

৴
ӽ
重
ྔ
部
会
正
෭
部
会

長
会
（ٞ
東
ト
総
合
会
ؗ

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

ù÷
೔
 

۝
都
県
ࢢ
合
同
防

ừ
̓
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
̔
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
୆
౦
ࢧ
෦
Ử

◆
関
東
ൢ
送
ג
式
会
社
ử

台
東
区
台
東
１
の
ù3
の
７
˜

ὸ
03
・
３
８
３
４
・
４
９
１

５
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
小
ܕ

ं
１
台
、特
घ
ं
４
台
）、ར

用
運
送

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
ຢ
一
ử
ߐ
東

区
༗
明
４
の
７
の
９
˜
ὸ

03
・
６
６
５
７
・
１
０
６
４

˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
小
ܕ
ं

２
台
、
ඃ
け
ん
引
ं
３
台
、

け
ん
引
ं
11
台
）

◆
ג
式
会
社
Ϩ
Ϝ
コ
ử
ߐ

ށ
઒
区
東
ᷤ
੢
２
の
ùü
の
10

˜
ὸ
03
・
３
６
８
６
・
５
４

１
１
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
ී

通
ं
２
台
、小
ܕ
ं
３
台
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
ϑ
ỹ
ッ
ト
ג
式
会
社
ử

国
立
ࢢ
੨
༄
１
の
ù6
の
５
˜

ὸ
０
４
２
・
５
２
１
・
２
７

８
５
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
ී

通
ं
16
台
、小
ܕ
ं
4ü
台
）

◆
̖
̞
̢
ϗ
ー
ル
σ
ỹ
ン

ά
ス
ג
式
会
社
ử
ொ
ా
ࢢ
本

ொ
ా
２
９
８
５
の
13
˜
ὸ
０

４
２
・
７
２
２
・
０
５
８
３

˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
ී
通
ं

５
台
）、ར
用
運
送

高
速
安
ڠ
通
常
総
会
˜
同

࠙
親
会

øĀ
೔

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
事

前
講
श
会

ùú
೔

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

ւ
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
通
常

総
会
˜
੨
年
部
װ
事
会

ùü
೔

引
ӽ
専
門
部
会
正
෭

部
会
長
会
˜
ࢧ
部
事
務
局

事
務
長
会
ٞ

ùÿ
೔

λ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
専

門
部
会
通
常
総
会
˜
物
流

ܦ
Ӧ
士
課
ఔ
ୈ
ùü
期
म
ྃ

認
定
会
ٞ
・
ୈ
ù6
期
カ
リ

キ
ỿ
ラ
Ϝ
ݕ
౼
会
ٞ

ùĀ
೔

మ
߯
専
門
部
会
安
全

環
境
委
員
会

ࡂ
܇
࿅
˝
1ü
時
ử
生
コ
ン

専
門
部
会
໾
員
会（
東
ト

総
合
会
ؗ
）

ùù
೔
 

1ü
時
ử
ࢴ
・
ύ
ル

プ
専
門
部
会
໾
員
会（
東

ト
総
合
会
ؗ
）

ùĀ
೔
 

۝
都
県
ࢢ
合
同
防

ࡂ
܇
࿅

ú÷
೔
​

東
京
都
総
合
防
ࡂ

܇
࿅

໰͍߹Θͤઌɿ౦ژ౎τϥοΫڠձۀ�຿෦ަ௨ɾڥ؀(

◎ 駐車場等へ出入りする際は、歩道や路側帯を横切る直前で
必ず一時停止し、安全確認すること。特に、歩行者や自転車
の通行に注意し、安全確認を徹底すること。
日　時 ８月４日（月） 11時03分頃発生（晴天）
場　所 新青梅街道（都道）
当事者 ①自転車（女性80代死亡）̫ ②事業用大型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況
歩道

東大和市 路外駐車場

至 東村山

至 武蔵村山

概　要
事業用大型貨物車が路外駐車場から新青梅街道に進入
する際、左方の安全確認不十分なまま東村山方向に左折
したため、左方から進行してきた自転車と衝突したもの。

͢·͍ͯ͠ࡌܝϗʔϜϖʔδͰ1%'σʔλ΋ڠ଎ใ͸౦τނࣄ˞

東
ト
ڠ
ϩ
ジ
ス
テ

ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ
会（
٢

本
঎
一
本
部
長
）は

８
月
６
日
、
ߓ
区
の

明
࣏
記
念
ؗ
で
、「
ද

জ
受
৆
者
を
祝
う

会
」
を
։
࠵
し
、
令

和
７
年
関
東
運
輸
局

長
ද
জ
・
東
京
運
輸

ࢧ
局
長
ද
জ
を
受
৆

し
た
各
ࢯ
の
ӫ
༪
を

祝
っ
た
。

関
運
局
長
ද
জ
の

受
৆
者
は
、
ࠤ
౻
ࠀ

య（
α
ト
ラ
ン
ス
・

ઍ
代
ా
）、
Լ
઒
ޛ

を
し
て
、
ද
জ
の
ތ
り
を
ए

手
ܦ
Ӧ
者
に
఻
え
て
ほ
し

い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
来
ෂ
を
代
ද
し

て
関
運
局
自
ಈ
ं
ަ
通
部

の
օ
઒
੣
司
次
長
、
東
運
ࢧ

局
の
৫
ా
ཅ
一
ࢧ
局
長
、
஛

内
੓
司
෭
会
長
が
祝
ࣙ
を
ड़

べ
、
௟
目
ོ
༤
෭
会
長
の
発

੠
で
ס
ഋ
׻、
談
と
な
っ
た
。

׻
談
中
に
は
、
இ
上
で
٢

本
本
部
長
が
各
受
৆
者
に
記

念
඼
を
手
౉
し
、
ӫ
༪
を
た

た
え
た
。

׻
談
の
後
、
੨
年
部
の
ࠤ

౻
文
ฏ
本
部
長
が
ด
会
の
あ

い
さ
つ
を
ड़
べ
、
受
৆
を
祝

う
会
は
ऴ
ԅ
し
た
。

（
プ
ラ
Π
Ϝ
物
流
・
中
ԝ
）、

ࢁ
本
఩
໵（
ࢁ
本
運
送・ߓ
）、

関
口
উ
）ݾ
ケ
Π
・
Τ
ス
・

ラ
Π
ン
、࿅
അ
ߝ、（
ౡ
উ
ඒ

（
シ
ス
テ
Ϝ
ラ
Π
ン・଍
立
）、

ௗ
ϊ
ւ
学（
ڠ
同
運
輸
・
଍

立
）の
各
ࢯ
。
ま
た
、
東
運

ࢧ
局
長
ද
জ
は
、
൧
ా
म
一

（
大
心
運
輸
・
࿅
അ
）、
中
ౡ

੓
）࣏
ๅ
運
送
ళ
・
ᷤ
০
）、

ය
ా
හ
文（
ϑ
ジ
σ
ン
運
送・

ᷤ
০
）、ּ
ݪ
࢙
）ٱ
̣
̩
̨

ϩ
ジ・多
ຎ
）、ُ
ా
康
一（
ϑ

ッ
ト
ラ
Π
ト
コ
ー
ϙ
Ϩ
ー
シ

ョ
ン
・
多
ຎ
）の
各
ࢯ
が
受

৆
し
た
。

受
৆
を
祝
う
会
で
は
、
٢

本
本
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
ϩ
ジ
ݚ
で
は
ຖ
年
受

৆
者
を
た
た
え
、
஥
間
と
喜

ぶ
場
を
設
け
て
い
る
。
受
৆

し
た
օ
様
は
、
自
社
だ
け
で

な
く
、
日
ࠒ
業
界
の
た
め
に

ؤ
ு
っ
て
お
り
、
ͥ
ひ
自
ຫ

東
ト
ڠ
υ
ラ
Π
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
ݕ

౼
小
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
主
࠵
の
ୈ

ü7
回「
全
国
ト
ラ
ッ

ク
υ
ラ
Π
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
出
場

す
る
、
東
京
都
代
ද

બ
手
４
人
を
決
定
し

た
。

代
ද
બ
手
は
４
Ἁ
部
門

が
Ӭ
Ҫ
ਸ
生
さ
ん（
੢
ೱ
運

輸
ۋ
ࢳ
ொ
ࢧ
ళ
・
全
流
ڠ
）、

11
Ἁ
部
門
が
高
ڮ
ত
෉
さ
ん

（
多
ຎ
運
送

本
社
・
多
ຎ

ࢧ
部
）、ঁ
性

部
門
が
大
内
ྰ
ಸ
さ
ん（
ハ

ナ
ワ
ト
ラ
ン
ス
ϙ
ー
ト
ट
都

圏
Τ
リ
ア
事
業
部
東
京
Ӧ
業

所
・
中
ԝ
ࢧ
部
）、ト
Ϩ
ー
ラ

部
門
が
中
୩
ޫ
޹
さ
ん（
ϩ

ジ
ス
テ
ỹ
ー
υ
東
日
本
ೆ
関

東
輸
送
Ӧ
業
所・大
ా
ࢧ
部
）。

ୈ
ü7
回
全
国
υ
ラ
コ
ン
は

10
月
ùü
・
ù6
日
、
ҵ
৓
県
ひ

た
ち
な
か
ࢢ
の
自
ಈ
ं
安
全

運
転
η
ン
λ
ー
安
全
運
転
中

ԝ
ݚ
म
所
で
、
学
Պ
・
実
Պ

ڝ
ٕ
が
行
わ
れ
、
同
ù7
日
に

ߓ
区
の
ୈ
一
ϗ
テ
ル
東
京
で

ද
জ
式
を
։
࠵
す
る
。

東
ト
ڠ

は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
な

ど
の
健
康

管
理
を
徹
底

し
、
健
康
起

因
事
故
を
防

止
す
る
た

め
、
定
期
健

康
਍
அ
の
受

਍
徹
底
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
ࢧ
部
で
の
集
ஂ
健
਍

と
あ
わ
せ
て
、
本
部
集
ஂ
健

਍
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
10
月
18
・
19

日
、令
和
７
年
度
ୈ
２
回「
本

部
集
ஂ
健
਍（
定
期
健
康
਍

அ
）」を
実
施
す
る（
ຊ
߸
ʹ

Ҋ
಺
ν
ϥ
γ
Λ
ಉ
෧
）。

受
਍
対
৅
は
東
ト
ڠ
会
員

事
業
所
に
所
ଐ
す
る
従
業

員
。
定
期
健
਍
߲
目
の
ほ

か
、
બ
୒
߲
目
と

し
て
؟、
底
ݕ
・ࠪ

大
௎
が
ん
ݕ
਍
の

受
਍
が
可
能
。
さ
ら
に
、
Π

ン
ϑ
ル
Τ
ン
β
ワ
ク
ν
ン
の

઀
छ
も
可
能
と
な
っ
て
い
る

（
ݕ
਍
日
両
日
あ
わ
せ
て
先

ண
ü0
人
）。

受
਍
申
し
ࠐ
み
期
間
は
９

月
２
日
ま
で（
受
਍
࿮
に
空

き
が
あ
る
場
合
、
受
෇
期
間

以
߱
も
受
け
෇
け
る
）。

受
਍
申
し
ࠐ
み
は
ݪ
則
と

し
て
表
の
通
り
、
２
日
間
合

ܭ
で
10
の
時
間
ଳ
別
に
先
ண

順
で
受
け
෇
け
る
。
定
員
は

時
間
ଳ
別
に
各
40
人（
ᶈ
の

み
ù0
人
）、
各
時
間
ଳ
に
つ

き
１
事
業
者
10
人
ま
で
と
す

る
。申

し
ࠐ
み
は
、
東
ト
ڠ
ϗ

ー
Ϝ
ϖ

ー
ジ「
予

約
ϑ
Ỽ
ー

Ϝ
」
か
ら

行
う
。

会
場
は
東
ト
総
合
会
ؗ

で
、
受
෇
は
１
階
ϩ
Ϗ
ー
に

て
行
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
健
康

起
因
事
故
防
止
の
た

め
に
は
、
定
期
健
਍

の
受
਍
な
ど
に
よ
り

適
切
な
健
康
管
理
を

行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
東

ト
ڠ
で
は
受
਍
අ
用

の
一
部
助
成
を
１
人

当
た
り
２
０
０
０
ԁ

に
ഒ
増
す
る
な
ど
、

受
਍
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い

る
。˜

問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
ަ
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

東
ト
ڠ
は
こ
の
ほ
ど
、「
ト

ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス
λ
̩
̤
̠

̮
̤
２
０
２
５
～
親
ࢠ
で

体
ݧ

安
全
と
環
境
～
」
の

։
࠵
に
向
け
て
、
会
員
事
業

者
か
ら
の
ڠ
ࢍ
を
ݺ
び
か
け

て
い
る
。

今
年
の
ϑ
ỻ
ス
λ
は
９

月
14
日
、
ौ
୩
区
・
代
々

໦
公
Ԃ
で
։
࠵
す
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
全
会
員
に
対

し
て
、
水
໺
ޭ
会
長
と
ϑ

ỻ
ス
λ
実
行
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
・
৿
本
উ
໵

෭
会
長
の
連
໊
で
要
請
文

書
を
発
出

し
、
ڠ
ࢍ
へ

の
ڠ
力
を
求

め
て
い
る

も
の（
ຊ
߸

ʹ
Ҋ
಺
ν
ϥ

γ
ɾ
ڠ
ࢍ
ͷ

ཁ
੥
จ
ॻ
Λ
ಉ
෧
）。

։
࠵
に
当
た
り
、
ަ
෇
金

会
ܭ
と
一
ൠ
会
ܭ
で
の
取
り

組
み
を
༗
機
的
に
連
携
し
て

運
Ӧ
し
て
い
る
が
、
昨
今
の

ڠ
会
の
ࡒ
੓
状
況
か
ら
、
会

員
事
業
者
に
対
し
て

Π
ϕ
ン
ト
։
࠵
の
झ

ࢫ
に
ࢍ
同
を
求
め
、

今
年
度
も
ڠ
ࢍ
金
を

ื
る
こ
と
と
し
た
。

ڠ
ࢍ
金（
１
口
５

０
０
０
ԁ
か
ら
）の

申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

ڠ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ

内「
ト
ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ

ス
λ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２

５
」
会
員
ڠ
ࢍ
申
し
ࠐ
み
ϑ

Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
可
能
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
ަ
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
会

員
が
関
༩
す
る
ୈ
一
当
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
。
今
年

２
件
目
で
、
２
月
ù7
日
以
来

の
発
生
と
な
る
。「
ト
ラ
ッ

ク
事
故
速
ใ
」（
ܯ
ࢹ
ி
の
ڠ

力
で
発
出
）に
よ
る
と
、
８

月
４
日
、
東
大
和
ࢢ
で
発
生

し
た
事
業
用
大
ܕ
՟
物
自
ಈ

ं
と
自
転
ं
と
の
死
亡
事
故

が
、
会
員
ୈ
一
当
事
故
と
判

明
し
た
も
の（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。

東
ト
ڠ
の
調
べ
に
よ
る

と
、
都
内
に
お
け
る
事
業
用

՟
物
ं
関
༩
の
死
亡
事
故
件

数（
８
月
５
日
ݱ
ࡏ
）は
10

件
で
、
前
年
同
期

比
８
件
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち

会
員
関
༩
は
２
件

で
同
３
件
の
減
少

だ
が
、
そ
の
全
て
が
会
員
一

当
関
༩
で
、
同
１
件
の
増
加

と
な
る（
表
ࢀ
র
）。
令
和
６

年
中
の
死
亡
事
故
件
数
は
ù9

件
で
、３
年
連
続
で
増
加
と

な
り
、
会
員
関
༩
が
７
件
、

会
員
一
当
関
༩
が
３
件
と
な

っ
て
い
た
。

ܯ
࡯
ி
お
よ
び
ܯ
ࢹ
ி
の

事
故
౷
ܭ
で
も
、
ަ
通
事
故

件
数
な
ど
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
会
員
関
༩
死
亡
事
故

は
２
月
ù7
日
以
߱
発
生
し
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
会
員
関
༩
一
当
死
亡
事

故
が
࠶
び
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
東
ト
ڠ
は
改
め
て
事
故

防
止
に
向
け
た
஫
ҙ
ש
起
を

行
う
と
と
も
に
、
運
転
者
へ

の
安
全
運
転
の
励
行
な
ど
適

切
な
指
導
実
施
を
求
め
て
い

く
。
本
年
は
、「
事
業
用
自

ಈ
ं
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
」
の
目
ඪ
ୡ
成
最
ऴ
年

度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
死

亡
事
故
の
減
少
傾
向
を
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

な
お
、
東
ト
ڠ
は
９
月
ù1

日
か
ら
30
日
ま
で
の「
ळ
の

全
国
ަ
通
安
全
運
ಈ
」
の
実

施
に
当
た
り
、
ù4
日
を
֗
頭

׆
ಈ
౷
一
実
施
日
と
設
定

し
、
本
部
と
ࢧ
部
が
า
調
を

合
わ
せ
て
、
事
故
防
止
׆
ಈ

を
ల
։
す
る
。

େ಺͞Μ

Μ͞ڮߴ ӬҪ͞Μ

த୩͞Μ

◆健診開催日時◆

10月18日（土） 10月19日（日）
①  ８  時30分～  ９  時30分 ⑦  ８  時30分～  ９  時30分

②  ９  時30分～10時30分 ⑧  ９  時30分～10時30分

③10時30分～11時30分 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※申し込みは原則、時間帯別と
し、①～⑩のいずれかの枠か
ら選択。定員は各時間帯と
も40人、⑥のみ20人。⑥15時30分～16時00分

事業用貨物自動車関与の死亡事故（警視庁管内）
項目

年
死亡事故件数（８月５日現在）

総件数 うち会員関与 会員関与の一当
令和６年 18（29） 5（7） 1（3）
令和７年 10 2 2
増減数 −8 −3 1

※令和６年欄の事故件数は、令和７年の集計期間と前年同期間の件数であり、
（　）内の数字は令和６年中の事故件数の累計
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（
７
月
28
日
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武
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バ
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ト
東
京
）

৽
෦
会
長
に
୥
ࢯ

相
ޓ
ཱ
会
͍
ॏ
ཁ
ੑ
Λ
प
஌

令
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

ऩ
ࢧ
決
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

ܭ
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て

審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

今
年
度
事
業
ܭ
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
λ
ン

ク
部
会
と
連
携
の
上
、
ՙ
Է

し
時
の
相
ޓ
立
会
い
の
問
題

な
ど
、
λ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
業
界
が
௚
໘
し
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
、
部
会
員
間
で

の
৘
ใ
ڞ
༗
や
ҙ
見
ަ
換
な

ど
を
通
じ
て
、
状
況
の
改
善

を
図
る
。

ま
た
、
任
期
満
ྃ
に
伴
う

໾
員
改
બ
を
行
い
、
部
会
長

に
୥
大
ี
）ࢯ
日
本
ӷ
体
運

輸
）を
新
任
し
た
ほ
か
、
໾

員
を
࠶
બ
し
た
。

総
会
ऴ
ྃ
後
、
ݚ
म
会
を

։
࠵
し
、
ネ
ク
ス
ト
リ
ン
ク

代
ද
社
員
の
ۼ
ా
༃
೭
ࢯ
が

ア
ル
コ
ー
ル
・
ༀ
物
ґ
ଘ
を

テ
ー
マ
に
講
ԋ
し
た
。
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（
７
月
９
日
、ホ
テ
ル
国
際
21

長
野
）

಺
ٶ
෦
会
長
Λ
࠶
೚

શ
τ
ڠ
ͱ
࿈
ܞ
͠
৘
ใ
ڞ
༗

令
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

ऩ
ࢧ
決
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

ܭ
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て

審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

今
年
度
事
業
ܭ
画
で
は
、

本
年
度
も
安
全
作
業
・
法
令

९
守
を
徹
底
す
る
と
と
も

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

新
॓
ࢧ
部（
大
ౡ
໻
一
ࢧ
部

長
）・
中
໺
ࢧ
部（
඀
ా
੓
人

ࢧ
部
長
）・
ਿ
ฒ
ࢧ
部（
੢
੣

ࢧ
部
長
）は
７
月
ùù
日
、
東

ト
総
合
会
ؗ
４
階
会
ٞ
ࣨ
で

合
同
ݚ
म
会（
̬
̴
̱
ซ
用
）

を
։
࠵
し
、
新
॓
労
働
基
準

監
督
署
ୈ
４
方
໘
主
任
監
督

׭
の
৿
本
ହ
生
ࢯ
が「
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
ڧ

化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

ԋ
し
た
。

։
࠵
に
当
た
り
、
ਿ
ฒ
ࢧ

部
の
੢
ࢧ
部
長
が「
υ
ラ
Π

東
ト
ڠ
ઍ
代
ా
ࢧ
部（
ా

中
හ
೭
ࢧ
部
長
）と
中
ԝ
ࢧ

部（
ᖒ
഼
३
ࢧ
部
長
）と
ߓ

バ
ー
は
酷
暑
の
中
、

外
や
ݱ
場
で
働
く
こ

と
が
多
い
。
熱
中
症

は
໋
に
関
わ
る
重
大

な
Ҋ
件
で
、
年
ྸ
を

問
わ
ず
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、
本
日
の
ݚ

म
を
各
事
業
所
に
持

ち
帰
り
、
環
境
改
善

に
໾
立
て
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
。

৿
本
ࢯ
は
、
ް
生
労
働
ল

の
ࢿ
料
を
׆
用
し
、
熱
中
症

に
関
す
る
概
要
や
基
ૅ
知
識

と
と
も
に
、
改
正
労
働
安
全

衛
生
規
則
が
６
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

の
ڧ
化
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

改
正
で
は
、
近
年
の
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
ࡂ
֐
の
多
発

を
౿
ま
え
、
熱
中
症
対
策
を

規
則
で
義
務
化
し
、
േ
則
を

伴
う
も
の
と
し
た
。
熱
中
症

の
重
ಞ
化
を
防
͙
た
め
、「
自

覚
症
状
が
あ
る
作
業
者
ま
た

は
、
お
そ

れ
が
あ
る

さ
つ
し
、「
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
が
࢝

ま
っ
て
、
人
手
不
଍
が
今
後

も
続
い
て
い
く
こ
と
か
ら
、

企
業
と
し
て
様
々
な
制
度
の

作
業
者
を
見
つ
け
た
者
が
そ

の
ࢫ
を
ใ
告
す
る
た
め
の
体

制
整
උ
」と
、「
事
業
場
に
お

け
る
ۓ
急
連
བྷ
໢
、
ۓ
急
ൖ

送
先
の
連
བྷ
先
・
所
ࡏ
஍
౳

を
定
め
、
作
業
཭
୤
、
਎
体

ྫྷ
٫
、
ҩ
ྍ
機
関
へ
の
ൖ
送

な
ど
必
要
な
ા
置
の
実
施
手

順
の
作
成
」
が
必
要
で
、
関

東
ト
ڠ
世
ా
୩
ࢧ

部（
छ
ࢠ
ా
ਗ਼
ࢤ
ࢧ

部
長
）は
８
月
２
・

３
日
の
２
日
間
、
ୈ

46
回「
せ
た
が
や
;

る
さ
と
区
民
ま
つ

り
」に
参
加
し
、様
々

な
プ
ϩ
ά
ラ
Ϝ
の
舞

台
と
な
る
４
つ
の
ス

テ
ー
ジ
の
う
ち
、
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
ं

両
を
ఏ
ڙ
し
た
ほ
か
、
ࢧ
部

ブ
ー
ス
を
出
ల
し
、
猛
暑
の

中
、
多
く
の
人
た
ち
が
๚
れ

た
。区

民
ま
つ
り
は
区
内
の
̟

̧
̖
അ
事
公
ԓ
・
け
や
き
޿

場
を
会
場
に
։
࠵
さ
れ
た
も

の
。അ
事
公
ԓ
会
場
に
は
、ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
ࢧ
部
੨
年
部

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
ࢧ
部
ブ
ー
ス
を
出
ల
。

に
、
特
ं
通
行
時
間
ଳ
条
件

の
؇
和
、
༠
導
ं
配
置
条
件

の
見
௚
し
、
特
ं
通
行
ڐ
可

ൣ
ғ（
ੇ
法
・
重
ྔ
・
ं
छ
）

の
可
能
な
限
り
の
最
大
化
な

ど
、
規
制
؇
和
要
๬
な
ど
に

つ
い
て
国
౔
ަ
通
ল
道
࿏
局

お
よ
び
物
流
・
自
ಈ
ं
局
に

対
し
、全
ト
ڠ
重
ྔ
・
మ
߯
・

మ
骨
・
ڮ
ྊ
各
部
会
や
各
都

県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
重
ྔ
部
会

と
の
連
携
を
ڧ
化
し
、
改
善

の
実
ݱ
を
目
指
し
て
ੵ
ۃ
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
਑
。

な
お
、
任
期
満
ྃ
に
伴
う

໾
員
改
બ
で
は
、
内
ٶ
ণ
ར

部
会
長
を
࠶
任
。
新
た
に
෭

部
会
長
に
ҏ
౻
ହ
ӳ
）ࢯ
̣

̭
Τ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
ά
関
東

ࢧ
ళ
）を
બ
任
し
た
。

東
ト
ڠ
は「
̩
̤
̠
̮
̤

̛
̢
」
の
ラ
ジ
Φ
൪
組「
ަ

通
৘
ใ
」
の
൪
組
ఏ
ڙ
を
行

う
と
と
も
に
、
ຖ
月
１
回
、

東
ト
ڠ
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

プ
Ϩ
θ
ン
ト
ύ
ブ
リ
シ
テ
ỹ

を
実
施
し
て
お
り
、
同
局
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
ௌ

取
者
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
Π

バ
ー
や
運
送
事
業
者
に
感
謝

や
応
ԉ
メ
ッ
η
ー
ジ
が
多
く

د
せ
ら
れ
て

い
る
。

５
月
์
送

分
へ
の
メ
ッ

η
ー
ジ
で

は
、「
日
々
օ
さ
ん
の
ト
ラ

ッ
ク
を
見
か
け
る
た
び
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ͺ
い

に
な
り
ま
す
。

ࢲ
た
ち
が
ス
ー

ύ
ー
で
手
に
す

る
৯
඼
も
、
ネ

ッ
ト
で
஫
文
し

た
঎
඼
も
、
す

べ
て
は
օ
さ
ん

が
安
全
運
転
で

ಧ
け
て
く
だ
さ
る
お
ӄ
だ
と

௧
感
し
て
い
ま
す
」「
ࢲ
た
ち

の
生
׆
に
欠
か
せ
な
い
物
を

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
く
れ
て

い
る
こ
と
で
、
生
׆
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
ਂ
く
思

い
知
ら
さ
れ
た
の
が
、
東
日

本
大
਒
ࡂ
の
時
で
し
た
。
৯

料
඼
を
は
じ
め
೩
料
な
ど
、

物
流
が
଺
る
と
生
׆
が
こ
ん

な
に
も
変
わ
る
の
だ
と
。
日

ࠒ
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
持

た
な
け
れ
͹
と
思
っ
た
ॠ
間

で
し
た
」
と
い
っ
た
、
生
׆

や
社
会
を
ࢧ
え
て
い
る
υ
ラ

Π
バ
ー
へ
の
ܟ
ҙ
と
労
い
の

言
葉
が
多
く
ಧ
い
て
い
る
。

ほ
か
に
は
、「
৴
߸
機
の

な
い
ԣ
அ
Օ
所
を
౉
る
際
、

ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
Π
バ
ー
さ
ん

は
ラ
Π
ト
で
合
図
や
手
を
ৼ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
気

ݣ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転

で
、
事
故
が
な
い
よ
う
気
を

෇
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
、
υ
ラ
Π
バ
ー
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
ද
す
メ
ッ
η
ー

ジ
も
د
せ
ら
れ
て
い
る
。

６
月
์
送
分
へ
の
メ
ッ

η
ー
ジ
で
は
、「
猛
暑
や
ौ

଺
、
長
ڑ
཭
運
転
の
中
で
も

ハ
ン
υ
ル
を
Ѳ
り
、
安
全
に

ՙ
物
を
運
び

続
け
て
く
だ

さ
る
そ
の
࢟

に
、
心
か
ら

ܟ
ҙ
を
ද
し

ま
す
」「
υ
ラ
Π
バ
ー
さ
ん
が

運
ぶ
ՙ
物
に
は
、
誰
か
の
ເ

や
฻
ら
し
が
٧
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
�
台
１
台

が
、
社
会
の
݂
流
と
な
っ
て

日
本
を
ಈ
か
し
て
い
ま
す
。

そ
の
౒
力
、
ち
Ỵ
ん
と
ಧ
い

て
い
ま
す
。
ど
う
か
安
全
ୈ

一
で
、
無
理
せ
ず
自
਎
の
体

も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
、
υ
ラ
Π
バ
ー
の

࢟
੎
に
ਂ
く
感
謝
す
る
੠

や
、
安
全
໘
・
健
康
を
気
ݣ

う
੠
も
あ
っ
た
。

ま
た
、「
お
ถ
が
ス
ー
ύ

ー
の
ച
り
場
か
ら
消
え
た
時

期
に
、
通
ൢ
で
஫
文
し
た
お

ถ
が
無
事
到
ண
し
ま
し
た
。

通
ൢ
は
よ
く
ར
用
す
る
の

で
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち

を
఻
え
た
い
で
す
」
と
い
っ

た
、
流
通
が
଺
っ
た
時
期
に

助
け
ら
れ
た
と
い
う
メ
ッ
η

ー
ジ
も
ಧ
い
た
。

さ
ら
に
、
ए
い
ࠒ
に
ं
を

運
転
中
、
側
ߔ
に
୤
ྠ
し
て

ࠔ
っ
て
い
た
と
こ
Ζ
、
大
ܕ

ク
Ϩ
ー
ン
ं
の
υ
ラ
Π
バ
ー

に
助
け
ら
れ
た
。「
ࠔ
っ
た

時
は
お
ޓ
い
様
」
と
言
い
残

し
て
立
ち
去
る
、
そ
の
後
Ζ

࢟
が
と
て
も
格
޷
ྑ
か
っ
た

と
い
う
。
そ
の
出
来
事
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
自
਎
も
大

ܕ
໔
ڐ
を
取
得
し
、
30
年
間

υ
ラ
Π
バ
ー
と
し
て
の
道
を

า
ん
だ
と
い
う
Τ
ϐ
ι
ー
υ

も
د
せ
ら
れ
た
。
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（
７
月
23
日
、
東
ト
総
合
会

館
）

ٶ
࣏
෦
会
長
Λ
࠶
೚

౦
ژ
ߓ
ͷ
ॾ
໰
୊
ղ
ܾ
΁

令
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

ऩ
ࢧ
決
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

ܭ
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
に
つ
い
て

審
ٞ
・
ঝ
認
し
た
。

今
年
度
事
業
ܭ
画
で
は
、

各
コ
ン
テ
ナ
λ
ー
ミ
ナ
ル
・

バ
ン
プ
ー
ル
お
よ
び
प
ล
道

࿏
の
長
時
間
の
ՙ
待
ち
問
題

な
ど
、
東
京
ߓ
に
お
け
る
諸

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
行

੓
や
λ
ー
ミ
ナ
ル
Φ
ϖ
Ϩ
ー

λ
ー
な
ど
関
係
機
関
へ
ੵ
ۃ

的
に
働
き
か
け
、
各
छ
マ
ス

メ
σ
ỹ
ア
も
ר
き
ࠐ
み
な
が

ら
、
具
体
的
な
ߓ
࿷
物
流
対

策
を
ڧ
く
求
め
て
い
く
方
਑
。

ま
た
、
̘
̤
̢
̥
̖
̨
を

׆
用
し
た
予
約
制
事
業
や
見

え
る
化
事
業
、
東
京
ߓ
ϙ
ー

λ
ル
α
Π
ト
に
よ
る
৘
ใ
प

知
な
ど
、
行
੓
が
実
施
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
ੵ
ۃ
的

に
ڠ
力
し
、
ւ
上
コ
ン
テ
ナ

཮
上
輸
送
の
ԁ
׈
化
や
ト
ラ

ッ
ク
υ
ラ
Π
バ
ー
の
労
働
環

境
の
改
善
な
ど
に
つ
な
͛
て

い
く
。

任
期
満
ྃ
に
伴
う
໾
員
の

改
બ
で
は
、
ٶ
࣏
๛
部
会
長

を
は
じ
め
、
໾
員
を
࠶
任
し

た
。

ト
ラ
ッ
ク
ク
Π
ζ
を
実
施

し
、
参
加
者
に
は
ϊ
ϕ
ル

テ
ỹ
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
ڠ
会
׆
ಈ
を
঺
հ
す

る
ύ
ネ
ル
を
ల
示
し
、
྘

ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
໾

割
な
ど
を
ア
ϐ
ー
ル
し
た
。

今
年
は
、
ト
ラ
ッ
ク
σ

ỹ
ー
ラ
ー
の
ڠ
力
に
よ

り
、
大
ܕ
ト
ラ
ク
λ
ϔ
ッ

υ
の
運
転
੮
へ
の
৐
ं
体

ݧ
と
死
֯
体
ݧ
プ
ϩ
ά
ラ
Ϝ

を
実
施
。
大
き
な
ト
ラ
ク
λ

ϔ
ッ
υ
に
৐
ं
す
る
た
め
、

多
く
の
親
ࢠ
連
れ
が
長
ऄ
の

ྻ
を
作
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
ಈ
ं
事
故

対
策
機
構（
̣
̖
̨
̫
̖
）

の
ڠ
力
で
、
適
性
਍
அ
機
ث

の
体
ݧ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
ަ
通
安
全
を
ݺ
び
か
け

る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て

お
স
い
ラ
Π
ブ
や
ア
ー
テ

ỹ
ス
ト
の
ԋ
૗
、
ԋ
ܳ
な
ど

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
Π
ϕ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。

׆
用
が
必
要
だ
。
今
回
は
、

人
集
め
の
た
め
の
一
助
と
な

る
中
ୀ
ڞ
制
度
の
࢓
組
み
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
新
た
に

入
社
す
る
人
や
、
今
働
い
て

い
る
人
の
安
心
を
ৢ
し
出
す

こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の

人
ࡐ
が
業
界
に
集
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
」と
ड़
べ
た
。

説
明
会
で
は
、
中
ୀ
ڞ
事

業
本
部
事
業
推
進
部
加
入
促

進
課
係
長
の
Լ
઒
ஐ
༟
ࢯ
が

講
ԋ
。

Լ
઒
ࢯ
は
、
ক
来
の
生
׆

ࢿ
金
に
対
す
る
不
安
を
ܰ
減

し
、
長
期
的
な
ۈ
務

ҙ
ཉ
を
高
め
る「
ୀ

職
後
の
安
心
感
の
ఏ

ڙ
」、
ۈ
続
年
数
に

応
じ
た
ใ
ु
が
あ
る

こ
と
で
、
཭
職
率
の

௿
Լ
に
つ
な
が
る

「
人
ࡐ
の
定
ண
と
Ϟ

ν
ϕ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
」、
導
入
が
任
ҙ

で
あ
り
、
従
業
員
の
ক
来
を

考
え
て
い
る
会
社
と
し
て
、

࠾
用
׆
ಈ
で
も
༗
ར
に
働
く

「
企
業
Π
メ
ー
ジ
・
ڝ
争
力

の
向
上
」
―
―
を
ڍ
͛
、
ୀ

職
金
制
度
の
重
要
性
を
説
明

し
た
。

ま
た
、
国
の
助
成
を
׆
用

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、

短
期
間
で
の
ୀ
職
は
ֻ
け
ࣺ

て
や
ֻ
け
損
と
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
、
ୀ
職
事
༝
に
よ

っ
て
ୀ
職
金
額
を
変
ߋ
で
き

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
௄
ռ
解

雇
の
場
合
で
も
ୀ
職
金
が
従

業
員
に
ࢧ
払
わ
れ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ࢧ
部（
ࡔ
ా
生

ࢠ
ࢧ
部
長
）は

７
月
30
日
、
中

ԝ
区
の
ۜ
࠲
ブ

ϩ
ッ
α
Ϝ
で
、

「
中
ୀ
）ڞ
中
小

企
業
ୀ
職
金
ڞ

ࡁ
）
制
度
説
明

会
」
を
։
࠵
し

た
。։

࠵
に
当
た

り
、
ᖒ
഼
中
ԝ

ࢧ
部
長
が
あ
い

係
者
へ
の
प
知
が
求
め
ら
れ

る
と
説
明
。
対
৅
と
な
る
の

は
、「
̬
̗
̜
（̩
暑
さ
指
数
）

ù8
℃
以
上
、
ま
た
は
気
温
31

℃
以
上
の
環
境
Լ
で
連
続
１

時
間
以
上
ま
た
は
１
日
４
時

間
を
超
え
て
実
施
が
見
ࠐ
ま

れ
る
作
業
」
と
な
っ
て
い
る

が
、「
ී
段
か
ら
対
策
を
実

施
し
て
お
く
こ
と
に
ӽ
し
た

こ
と
は
な
い
」
と
ア
υ
バ
Π

ス
し
た
。

最
後
に
新
॓
ࢧ
部
の
大
ౡ

ࢧ
部
長
が「
熱
中
症
対
策
と

と
も
に
、
健
康
起
因
事
故
の

防
止
対
策
も
重
要
で
あ
り
、

健
康
਍
அ
を
受
け
る
だ
け
で

な
く
、
結
果
に
基
ͮ
い
た
対

策
・
ϑ
Ỽ
ϩ
ー
が
必
要
だ
。

事
業
の
中
で
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

ด
会
の
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た
。

୥ࢯ

೤
த
঱
ς
ồ
Ϛ
ʹ
߹
ಉ
ݚ
म
ձ

த
ୀ
ڞ
੍
度
の
આ
໌
ձ

ਓࡐͷఆணʹ׆༻Λ

事ऀۀͱͯ͠ͷ対策Λ

乗
車
・
死
角
体
験
に
長
蛇
の
列

ʮ۠ຽ·ͭΓʯʹ Ճࢀ

౦
ト
協
世
田
谷
支
部

౦
ト
協
新
宿
・
中
野
・
杉
並
支
部

聴取者メッセージ

౦ト協
ఏ　ڙ ＦＭラジオ番組

ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
業
者
に

多
く
の
感
謝
と
エ
ー
ル

ド
ラ
イ
バ
ー
や
事
業
者
に

౦ ト 協
ୈ１ϒϩοΫ ઍ୅ ɾాதԝɾࢧߓ෦
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進
ࢯ
が「
高
年
ྸ
労
働
者
の

΢
ỻ
ル
Ϗ
ー
Π
ン
ά
と
産
業

保
健
に
求
め
ら
れ
る
໾
割
」

と
題
し
て
基
調
講
ԋ
を
す
る
。

ま
た
、事
例
と
し
て
、「
ケ

ー
ス
に
学
ぶ
高
年
ྸ
労
働
者

の
健
康
保
持
・
増
進
策
と
自

職
場
へ
の
׆
用
」「
人
生
１
０

０
年
時
代
の
口
の
健
康
と

は
」「
企
業
に
お
け
る
࣏
ྍ
と

東
京
労
働
局
は

10
月
８
日
、
ߐ
東

区
の
テ
ỹ
ア
ラ
こ

う
と
う
で
ୈ
30
回

「
産
業
保
健
ϑ
Ỽ

ー
ラ
Ϝ
̞
̣
̩

̤
̠
̮
̤
２
０

２
５
」
を
։
࠵
す

る
。
時
間
は
ޕ
前

10
時
ù0
分（
։
場

９
時
ü0
分
）か

ܯ
࡯
ி
は
７

月
ù9
日
、「
令
和

７
年
上
൒
期
に

お
け
る
ަ
通
死

亡
事
故
の
発
生
状
況
及
び
道

࿏
ަ
通
法
違
反
取
締
り
状
況

౳
に
つ
い
て
」を
公
ද
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、６
月
຤

ま
で
の
ަ
通
事
故
件
数（
速

ใ
஋
）は
13
万
６
３
０
２
件

で
、
前
年
よ
り
３
８
９
９
件

（
２
・
８
％
）
減
少
し
た
。

ަ
通
事
故
死
者
数（
確
定
஋
）

は
１
１
６
１
人
で
、
同
ù1
人

（
１
・
８
％
）、負
ই
者
数（
速

ใ
஋
）は
16
万
３
４
８
人
で
、

同
５
３
９
１
人（
３
・
３
％
）

そ
れ
ͧ
れ
減
少
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
6ü
ࡀ
以
上
の
死
者

数
は
６
５
９
人
で
同
９
人

（
１
・
４
％
）増
加
し
、全
体

の
ü6・８
％
を
઎
め
て
い
る
。

都
道
府
県
別
の
死
者
数
で

は
、
多
い
順
に
①
東
京
都
68

人（
前
年
比
１
人
減
）、②
ਆ

ಸ
઒
県
63
人（
同
1ù
人
増
）、

③
大
ࡕ
府
ü8
人（
同
４
人

増
）、ᶆ
ઍ
葉
県
ü7
人（
同
1ü

人
減
）、ᶇ
࡛
ۄ
県
ü6
人（
同

1ù
人
増
）、
ᶈ
Ѫ
知
県
ü0
人

（
同
1ü
人
減
）、
ᶉ
๺
ւ
道
49

人（
同
８
人
増
）。

事
業
用
՟
物
自
ಈ
ं
・
ୈ

一
当
事
者
の
死
亡
事
故
件
数

は
96
件
で
、
前
年
同
期
比
10

件（
９
・
４
％
）少
な
く
、特

に
大
ܕ
ं
に
よ
る
事
故

が
大
෯
に
減
少
し
た
。

ं
छ
別
に
み
る
と
、

死
亡
事
故
件
数
が
最
も

多
い
大
ܕ
ं
が
ü0
件
で
同
11

件（
18
・
０
％
）の
大
෯
な

減
少
。
中
ܕ
՟
物
は
ùù
件
で

同
２
件（
10
・
０
％
）増
加
、

準
中
ܕ
ं
が
1ù
件
で
同
２

件（
14
・
３
％
）減
少
、ී
通

ं
は
２
件
で
同
増
減
な
し
、

ܰ
՟
物
は
10
件
で
同
１
件

（
11
・
１
％
）増
加
。

ܰ
՟
物
を
আ
く
事
業
用
՟

物
自
ಈ
ं
の
死
亡
事
故
件
数

は
86
件
で
同
11
件（
11
・
３

％
）の
減
少
と
な
っ
た
。

大
ܕ
ं
、中
ܕ
・
準
中
ܕ
・

ී
通
ं
の
３
ं
छ
の
内
数
で

あ
る
ト
Ϩ
ー
ラ
は
1ü
件
で
、

同
５
件（
ü0
・
０
％
）の
大

෯
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
道
࿏
ަ
通
法
違
反

の
取
締
り
状
況
で
は
、
飲
ञ

運
転
の
ݕ
ڍ
件
数
は
１
万
１

０
６
件
で
同
30
件（
０
・
３

％
）減
少
し
た
。
こ
の
う
ち
、

ञ
ਲ
い
運
転
が
４
５
１
人
で

同
8ü
人（
ù3
・
２
％
）の
大

෯
な
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

飲
ञ
運
転
๾
滅
の
取
り
組
み

徹
底
が
求
め
ら
れ
る
。

ࣄ
ނ
݅
਺
ͳ
Ͳ
ݮ
গ
܏
޲

ܯ
ࢹ
ி

ܯ
ࢹ
ி
の「
東
京
都
内
の

ަ
通
人
਎
事
故
発
生
状
況
」

（
令
和
７
年
６
月
຤
）に
よ

る
と
、
ަ
通
事
故
発
生
件
数

は
１
万
４
６
９
５
件
で
前
年

同
期
比
6ù
件（
０
・
４
％
）、

死
者
数
は
68
人
で
同
１
人

（
１
・
４
％
）、
負
ই
者
数
は

１
万
６
２
１
０
人
で
同
90
人

（
０
・
６
％
）で
、全
て
の
߲

目
で
減
少
し
て
い
る
。

た
だ
、
前
ड़
の
通
り
、
６

年
中
に
続
き
、
ަ
通
事
故
死

者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
事

業
用
՟
物
自
ಈ
ं
の
ަ
通
事

故
発
生
状
況
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
改
め
て
事
故
防
止

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

ら
ޕ
後
３
時
30
分
ま
で
。

対
৅
は
、
事
業
者
を
は
じ

め
、
産
業
ҩ
、
衛
生
管
理

者
な
ど
の
産
業
保
健
に
携

わ
る
者
、
人
事
担
当
者
。

参
加
අ
は
無
料
。
東
京
労

働
基
準
ڠ
会
連
合
会
、
東

京
産
業
保
健
総
合
ࢧ
ԉ
η

ン
λ
ー
と
の
ڞ
࠵
。

今
年
度
は
、「
高
年
ྸ

労
働
者
の
健
康
確
保
～
い

く
つ
に
な
っ
て
も
働
け
る

職
場
ͮ
く
り
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
法
੓
大
学
キ
Ỿ
リ

ア
σ
β
Π
ン
学
部
教
授
・

東
京
産
業
保
健
総
合
ࢧ
ԉ

η
ン
λ
ー
相
談
員
の
ኍ
઒

࢓
事
の
両
立
ࢧ
ԉ
」
を
テ

ー
マ
に
そ
れ
ͧ
れ
発
ද
す

る
。申

し
ࠐ
み
は
、
東
京
労

働
基
準
ڠ
会
連
合
会
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）か
ら

（
ࠨ
ه
ೋ
࣍
ݩ
ί
ồ
υ
ࢀ

র
）。
ৄ
ࡉ
は
、
東
労
局

̝
̥
を
参
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東

京
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
課（
ὸ
03
・
３
５
１
２
・

１
６
１
６
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

８
月
１
日
、
令
和
７
年
ळ
の

全
国
ަ
通
安
全
運
ಈ（
９
月

ù1
～
30
日
）の
実
施
ܭ
画
を

策
定
し
、
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
に
事
前
準
උ
を
働

き
か
け
て
効
果
的
に
実
施
す

る
方
਑
。

実
施
߲
目
は
、
国
౔
ަ
通

ল
の
実
施
ܭ
画
な
ど
に
基
ͮ

い
て
定
め
た
も
の
。事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
向
け
対
策
と
し
て

は
近
年
、
ґ
然
と
し
て
後
を

ઈ
た
な
い
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
飲
ञ
運
転
事
Ҋ
や
、

を
઎
め
る「
௥
突
事
故
」、お

よ
び
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
ୈ

１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重

ই
事
故
の
約
４
割
を
઎
め
る

「
ަ
ࠩ
点
事
故
」
を
防
止
す

る
た
め
、
事
故
防
止
η
ミ
ナ

ー
を
全
国
ల
։
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ަ
通
事
故
実
態
に
ଈ

し
た
運
転
者
へ
の
指

導
・
教
育
を
促
す
。

ま
た
、
事
故
防
止
に

༗
効
な
安
全
装
置
の

ී
及
な
ど
に
よ
り
、

事
故
の
約
൒
数
を
௥

突
事
故
が
઎
め
、
か

つ
、
死
亡
・
重
ই
事

故
の
約
４
割
が
ަ
ࠩ

点
で
発
生
し
て
い
る
ݱ
状
を

౿
ま
え
、「
飲
ञ
運
転
の
ࠜ

ઈ
」「
௥
突
事
故
お
よ
び
ަ
ࠩ

点
に
お
け
る
事
故
の
防
止
」

を
最
重
点
推
進
事
߲
と
し
た
。

ở
࠷
ॏ
点
ਪ
ਐ
߲
໨
Ỡ

˜
ҿ
ञ
運
転
の
ࠜ
ઈ
ử
近

年
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
飲
ञ
事
Ҋ
の
急
増
を
౿
ま

え
、
全
ト
ڠ
作
成「
飲
ञ
運

転
防
止
対
策
マ
ニ

ỿ
ア
ル
」
を
׆
用

し
、
運
転
者
な
ど

に
ア
ル
コ
ー
ル
ݕ

知
ث
の
携
行
、
ञ

௥
突
事
故
防
止
や
ަ
ࠩ

点
に
お
け
る
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
重

点
推
進
߲
目
と
し
て
、

ࢠ
ど
も
を
は
じ
め
と
す

る
า
行
者
お
よ
び
自
転
ं
ར

用
者
の
安
全
確
保
と
ަ
通
事

故
防
止
、
༦
฻
れ
時
と
໷
間

の
า
行
者
お
よ
び
自
転
ं
ར

用
者
の
ަ
通
事
故
防
止
、
携

ଳ
・
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
の
使

用
ې
止
な
ど
運
転
マ
ナ
ー
の

徹
底
、
高
速
道
࿏
に
お
け
る

事
故
の
防
止
、
ト
Ϩ
ー
ラ
事

故
の
防
止
、
健
康
起
因
事
故

の
防
止
、
ա
労
運
転
な
ど
の

防
止
、「
̬
̚
̗
൛
ώ
Ϡ
リ

ハ
ッ
ト
集
」
を
׆
用
し
た
安

気
ଳ
び
の
༗
無
の
ଌ
定
方
法

お
よ
び
ଌ
定
結
果
の
確
実
な

ใ
告
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を

徹
底
す
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
υ
ラ
Π
バ
ー
へ
の
飲
ञ
運

転
し
な
い
こ
と
の
એ
言
書
署

໊
な
ど
、
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
た
取
り
組
み
の
ڧ
化
を

図
る
。

˜
௥
ಥ
事
故
͓
Α
ͼ
ަ
ࠩ

఺
ʹ
͓
͚
Δ
事
故
の
防
止
ử

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る

死
ই
事
故
の
約
൒
数
を
઎

め
、
高
速
道
࿏
で
は
７
割
ڧ

全
ҙ
識
の
高
༲
な
ど
10
߲
目

の
徹
底
に
取
り
組
Ή
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運

ಈ
の
全
国
重
点
で
あ
る「
า

行
者
の
安
全
な
道
࿏
ԣ
அ
方

法
౳
の
実
ફ
と
反
ࣹ
ࡐ
用
඼

や
明
る
い
目
立
つ
৭
の
ҥ
෰

な
ど
の
ண
用
促
進
」「
な
が
ら

ス
マ
ϗ
や
飲
ञ
運
転
౳
の
ࠜ

ઈ
と
༦
฻
れ
時
の
早
め
の
ラ

Π
ト
点
౮
や
ハ
Π
Ϗ
ー
Ϝ
の

׆
用
促
進
」「
自
転
ं
・
特
定

小
ܕ
ݪ
ಈ
機
෇
自
転
ं
の
ަ

通
ル
ー
ル
の
理
解
・
९
守
の

徹
底
と
ϔ
ル
メ
ッ
ト
の
ண
用

促
進
」
に
ཹ
ҙ
し
、
こ
れ
ら

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
最
重

点
・
重
点
߲
目
の
推
進
に
取

り
組
Ή
方
਑
。

ೋݩ࣍ίーυ

ߴ
ྸ
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͸
૿
Ճ
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޲
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ࢮ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和７年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト˔
ࢀ
ٞ
Ӄ
ຊ
ձ
ٞ
、「
՟
物

自
ಈ
ं
運
送
事
業
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
Ҋ
」
及
び

「
՟
物
自
ಈ
ं
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

උ
౳
の
推
進
に
関
す
る
法
律

Ҋ
」
が
、
ࢍ
成
多
数
に
よ
り

可
決
・
成
立
す
る（
４
日
）

˔
ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
ɾ
ؔ
౦
ܦ

ࡁ
࢈
ۀ
ہ
、
主
්
連
合
会
に

対
し
、
連
໊
で
文
書「
持
続

可
能
な
物
流
の
確
保
に
向
け

た
消
අ
者
の
行
ಈ
変
容
に
つ

い
て
」
を
発
出
し
、
会
員
に

प
知
す
る
よ
う
ڠ
力
ґ
པ
す

る（
６
日
）

˔
੓
෎
、「
労
働
施
策
総
合

推
進
法
」「
உ
ঁ
雇
用
機
会
ۉ

౳
法
」「
ঁ
性
׆
༂
推
進
法
」

の
一
部
改
正
を
公
布
す
る
。

公
布
の
日
か
ら
起
ࢉ
し
て
１

年
６
月
以
内
に
੓
令
で
定
め

る
日（
一
部
の
規
定
は
令
和

８
年
４
月
１
日
）に
施
行
予

定（
11
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
令
和
７
年
度
通
常
総
会

を
։
࠵
し
、７
年
度
ऩ
ࢧ
予

ࢉ
な
ど
を
審
ٞ
・
ঝ
認
す
る

と
と
も
に
、໾
員
の
બ
任（
補

ॆ
બ
任
）に
つ
い
て
審
ٞ
・

ঝ
認
す
る（
16
日
）

˔
ެ
ਖ਼
औ
Ҿ
ҕ
һ
ձ
、
令

和
６
年
度
の「
ՙ
主
と
物
流

事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る

調
ࠪ
結
果
及
び
༏
ӽ
的
஍
Ґ

の
ཞ
用
事
Ҋ
の
処
理
状
況
」

を
公
ද
す
る（
ù4
日
）

˔
શ
೔
ຊ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、「
ඪ
準
的
運
賃

஍
図

か
ら
の
運
賃
ܭ
ࢉ
シ
ス
テ
Ϝ

（
؆
қ
൛
・
ৄ
ࡉ
൛
）」
の
ఏ

ڙ
を
、
全
ト
ڠ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー

ジ
上
で
։
࢝
す
る（
ù4
日
）

˔
શ
τ
ڠ
、
令
和
７
年
度

通
常
総
会
お
よ
び
ୈ
２
１
１

回
理
事
会
を
։
࠵
し
、
任
期

満
ྃ
に
伴
う
໾
員
の
改
બ
を

行
い
、
新
会
長
に
ࣉ
Ԭ
༸
一

ࢯ
を
બ
任
す
る（
ù6
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ӡ
ૹ

ࣄ
ۀ
ڠ
ಉ
૊
߹
࿈
߹
ձ
、
令

和
７
年
度
・
ୈ
46
期
通
常
総

会
を
։
࠵
し
、
任
期
満
ྃ
に

伴
う
໾
員
の
改
બ
を
行
い
、

７・８
年
度
の
理
事・監
事
を

決
定
す
る
。
続
い
て
։
࠵
し

た
理
事
会
で
௣
໊
޾
ࢠ
会
長

（
東
京
ト
ラ
ッ
ク
事
業
ڠ
同

組
合
）を
࠶
任
す
る（
ù7
日
）

け
た
੓
府
の
中
長
期
ܭ
画
」

へ
の
対
応
に
係
る
ࢧ
ԉ
ử
঎

慣
行
の
見
௚
し
に
向
け
た
ࢧ

ԉ（
適
正
運
賃
ऩ
受
・
Ձ
格

転
Շ
に
向
け
た
ࢧ
ԉ
ʗ
改
正

物
流
法
の
प
知
お
よ
び
ՙ
主

౳
に
お
け
る
違
反
ݪ
因
行
ҝ

๾
滅
に
向
け
た
働
き
か
け
౳

の
推
進
ʗ
改
正
Լ
請
法
に
係

る
प
知
お
よ
び
取
引
環
境

の
健
全
化
に
対
す
る
ࢧ
ԉ
）、

物
流
の
効
率
化
に
向
け
た
ࢧ

ԉ（
労
働
生
産
性
の
向
上
や

労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
ࢧ

ԉ
ʗ
人
ࡐ
確
保
・
人
ࡐ
育
成

に
対
す
る
ࢧ
ԉ
）

˜
೩
料
Ձ
格
高
ಅ
へ
の
ࢧ

ԉ
˜
環
境
・
ަ
通
安
全
対
策

に
係
る
ࢧ
ԉ
ử
環
境
対
策
お

よ
び
ল
Τ
ネ
対
策
の
た
め
の

ࢧ
ԉ（
カ
ー
Ϙ
ン
ニ
ỿ
ー
ト
ラ

ル
実
ݱ
に
向
け
た
ࢧ
ԉ
ʗ
ੴ

༉
ੴ
୸
੫
の「
஍
ٿ
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
課
੫
の
特
例
」

に
係
る
補
助
の
継
続
ʗ
ి
気

自
ಈ
ं
౳
の
ී
及
に
係
る
補

助
の
継
続
）、ަ
通
安
全
対
策

の
た
め
の
ࢧ
ԉ（
̖
̨
̫
ợ
先

進
安
全
自
ಈ
ं
Ụ
関
連
機
ث

の
導
入
に
対
す
る
補
助
の
継

続
ʗ
σ
ジ
λ
ル
式
運
行
記
録

ܭ
、
υ
ラ
Π
ブ
Ϩ
コ
ー
ダ
౳

運
行
管
理
ࢧ
ԉ
機
ث
の
導
入

に
対
す
る
補
助
の
継
続
ʗ
ं

両
の
ి
ಈ
化
౳
に
伴
う
ं
両

˜
高
速
道
࿏
料
金
௃
ऩ
期

限
の
延
長
を
౿
ま
え
た
ར
ศ

性
向
上
策
の
推
進

˜
高
速
道
࿏
料
金
の
引
き

Լ
͛
ử
料
金
水
準
の
引
き
Լ

（͛
̣
̚
̭
̘
̤
３
社
）、大

口
・
多
ස
度
割
引
を
実
࣭
ü0

％
割
引
に
֦
（ॆ
同
）、ौ
଺

対
策
౳
に
ࢿ
す
る
料
金
・
割

引
制
度
の
設
定（
同
、
ट
都

高
速
ࡕ、
ਆ
高
速
）、ट
都
高

速
౳
に
お
け
る
割
引
制
度
の

֦
ॆ
な
ど

˜
物
流
基
൫
の
整
උ
ử
高

速
道
࿏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

උ
・
ॆ
実（「
重
要
物
流
道

࿏
」
の
指
定
、
指
定
道
࿏
へ

の
集
中
౤
ࢿ
ʗ
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
や
自
ಈ
運
転
な
ど

の
推
進
に
ࢿ
す
る
実
施
環
境

整
උ
の
推
進
な
ど
）、休
憩
・

休
息
施
設
、
中
継
物
流
ڌ
点

の
整
උ
・
֦
（ॆ
高
速
道
࿏

の
̨
̖
・
̥
̖
、
道
の
駅
に

お
け
る
ற
ं
ス
ϖ
ー
ス
の
整

උ
・
֦
ॆ
ʗ
中
継
物
流
ڌ
点

の
全
国
ల
։
に
よ
る
中
継
輸

送
の
推
進
な
ど
）

˜
そ
の
他
施
策
の
推
進
ử

̚
̩
̘
２
・
０
に
よ
る
α
ー

Ϗ
ス
の
ॆ
実
な
ど

ừ
予
算
・
施
策
関
係
Ử

「̃
２
０
３
０
年
度
に
向

総
重
ྔ
౳
の
規
制
؇
和
）

˜
施
策
要
๬
ử
՟
物
集
配

中
の
ं
両
に
係
る
ற
ं
規
制

の
見
௚
し
な
ど

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
、
令
和
８
年
度「
ト
ラ
ッ

ク
関
係
施
策
に
関
す
る
要
๬

事
߲
」
を
取
り
ま
と
め
、
今

後
、
来
年
度
の
੫
制
改
正
や

予
ࢉ
ฤ
成
に
向
け
て
、੓
府・

༩
ౘ
な
ど
に
要
๬
実
ݱ
を
働

き
か
け
て
い
く
方
਑
。

要
๬
事
߲
は
、
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
連
携
し
な

が
ら
௠
৘
・
要
๬
׆
ಈ
を
進

め
、
業
界
が
௚
໘
す
る
課
題

解
決
に
向
け
た
ࢧ
ԉ
で
、
内

容
は
次
の
通
り（
一
部
ল
ུ
）。

ừ
税
制
改
正
関
係
Ử

˜
自
ಈ
ं
関
係
諸
੫
の
؆

ૉ
化
・
ܰ
減
౳
ử
ܰ
༉
引
取

੫
の
࢑
定
੫
率
ഇ
止
、
૸
行

ڑ
཭
課
੫
の
導
入
反
対
、
運

輸
事
業
ৼ
ڵ
助
成
ަ
෇
金
制

度
の
継
続
な
ど

˜
特
例
ા
置
の
延
長
ử
少

額
ࢿ
産
ଈ
時
償
٫
の
延
長
、

஍
方
ڌ
点
ڧ
化
੫
制
の
延
長

˜
そ
の
他
੫
制
に
係
る
要

๬
ử
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
が
運
Ӧ

す
る
஍
Ҭ
防
ࡂ
・
ࡂ
֐
対
策

関
連
施
設
౳
に
係
る
ݻ
定
ࢿ

産
੫
の
ܰ
減
ા
置
の
適
用
、

自
ಈ
ं
重
ྔ
੫
の
道
࿏
特
定

ࡒ
ݯ
化
、
物
流
ڌ
点
の
特
例

ા
置
の
適
用

ừ
道
路
関
係
Ử

装
置
は
い
ず
れ
も
今
年
４
月

１
日
以
߱
に
導
入
し
た
も
の

が
対
৅
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

を
対
৅
と
し
た
補
助
内
容

は
、次
の
通
り
。

◆
運
行
管
理
の
高
度
化
支
援

（
国
ަ
大
ਉ
が
બ
定
し
た
も

の
が
対
৅
）

˜
補
助
率
ử
３
分
の
１

˜
対
৅
装
置
ʗ
１
台
当
た

り
の
限
度
額

①
σ
ジ
λ
ル
式
運
行
記
録

ܭ
ʗ
ं
ࡌ
ث
３
万
ԁ
、
事
務

所
用
機
ث
10
万
ԁ

②
映
૾
記
録
ܕ
ʗ
ं
ࡌ
ث

１
万
ԁ
、
事
務
所
用
機
ث
３

万
ԁ③

一
体
ܕ
ʗ
ं
ࡌ
ث
４
万

ԁ
、事
務
所
用
機
ث
13
万
ԁ

ᶆ
通
৴
機
能
෇
き
一
体
ܕ

ʗ
ं
ࡌ
ث
10
万
ԁ
、
事
業
所

用
機
ث
13
万
ԁ

˜
１
事
業
者
当
た
り
の

上
限
額
ử
80
万
ԁ（
た
だ
し
、

前
記
ᶆ
を
含
め
て
ߪ
入
し
た

場
合
は
上
限
額
１
２
０
万

ԁ
）

◆
過
労
運
転
防
止
の
た
め
の

先
進
的
な
取
り
組
み
支
援

˜
補
助
率
ử
２
分
の
１

˜
対
৅
機
ث
ử
①
̞
̩
を

׆
用
し
た
ԕ
ִ
஍
に
お
け

る
点
ݺ
機
）ث
̞
̩
点
ݺ
機

ݕ
ࠪ
）、̖
̗
̞
ݕ
（ࠪ
࢛
ࢶ

݂
ѹ
຺
೾
ݕ
ࠪ
）、
ڳ
部
୯

७
̘
̩
ݕ
ࠪ
、
ෲ
部
୯
७
̘

̩
ݕ
ࠪ
、
ෲ
部
超
音
೾
ݕ
ࠪ

（
ෲ
部
Τ
コ
ー
ݕ
ࠪ
）に
係

る
ܦ
අ

②
ࢹ
໺
ো
֐
ݕ
（ࠪ
ࢹ
力・

؟
底
・
؟
ѹ
ݕ
ࠪ
）に
係
る

ܦ
අ

˞
健
康
保
ݥ
適
用
外

ー
ク
・
ラ
Π
ϑ
・
バ
ラ
ン
ス

に
ҙ
識
を
向
け
て

ス
ト
Ϩ

ス
ν
ỻ
ッ
ク
で
健
康
職
場
」。

同
ि
間
に
お
け
る
実
施

事
߲
は
、
事
業
者
ま
た

は
総
ׅ
安
全
衛
生
管
理

者
に
よ
る
職
場
巡
ࢹ
や

ス
ϩ
ー
Ψ
ン
な
ど
の
ܝ

示
、
労
働
衛
生
に
関
す

る
講
श
会
の
։
࠵
な
ど
。

ま
た
、
準
උ
期
間
に

お
い
て
は
、
ա
重
労
働

に
よ
る
健
康
ো
֐
防
止

の
た
め
の
総
合
対
策

や
、
メ
ン
λ
ル
ϔ
ル
ス
対
策

の
推
進
、
転
倒
・
ࠊ
௧
ࡂ
֐

の
予
防
対
策
な
ど
、
日
常
の

労
働
衛
生
׆
ಈ
の
総
点
ݕ
を

行
う
。

設
も
し
く
は
増
設
、
ま
た
は

増
設
を
伴
う
代
ସ
。
４
月
１

日
か
ら
８
年
２
月
ù7
日
ま
で

に
、
ࢢ
ொ
ଜ
ま
た
は
消
防
組

合
な
ど
か
ら
危
ݥ
物
取
ѻ
所

の
׬
成
ݕ
ࠪ
ࡁ
ূ
の
ަ
෇
を

受
け
、
当
該
設
උ
の
ࢧ
払
い

を
׬
ྃ
す
る
も
の
。

˜
助
成
額
ử
ܰ
༉
λ
ン
ク

の
新
設（
設
置
１
か
所
分
の

み
）
ʗ
１
０
０
万
ԁ
、
増
設

ま
た
は
増
設
を
伴
う
代
ସ
ʗ

30
万
ԁ（
申
請
額
が
予
ࢉ
額

を
超
ա
し
た
場
合
、
１
件
当

的
な
取
り
組
み
な
ど
に
対
し

て
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ
行
ஂ
体

の
̩
̤
̥
̥
̖
̣
が
７
月
31

日
か
ら
８
年
１
月
30
日
ޕ
後

５
時
ま
で
、
補
助
申
請
の
受

෇
を
行
っ
て
い
る（
運
輸
ࢧ

局
な
ど
で
は
受
け
෇
け
て
い

な
い
）。「
健
康
起
因
事
故
防

止
の
取
組
に
対
す
る
ࢧ
ԉ
」

の
受
෇
は
、８
月
ù9
日
か
ら

別
్
։
࢝
す
る
。

補
助
対
৅
は
、
一
ൠ
・
特

定
՟
物
自
ಈ
ं
運
送
事
業
者

に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
、

お
よ
び
リ
ー
ス
事
業
者
。
各

ث
）、②
ԕ
ִ
点
ݺ
機
ث
、③

自
ಈ
点
ݺ
機
ث
、
ᶆ
運
行
中

に
お
け
る
運
転
者
の
ർ
労
状

態
を
ଌ
定
す
る
機
ث
、
ᶇ
休

息
期
間
に
お
け
る
運
転
者
の

ਭ
຾
状
態
な
ど
を
ଌ
定
す
る

機
ث
、
ᶈ
運
行
中
の
運
行
管

理
機
ث

˜
１
事
業
者
当
た
り
の
上

限
額
ử
80
万
ԁ

◆
社
内
安
全
教
育
の
実
施
支

援（
国
ަ
大
ਉ
が
認
定
し
た

コ
ン
α
ル
テ
ỹ
ン
ά
メ
ニ
ỿ

ー
が
対
৅
）

˜
補
助
率
ử
コ
ン
α
ル
׆

用
ܦ
අ
の
３
分
の
１

˜
１
事
業
者
当
た
り
の
上

限
額
ử
１
０
０
万
ԁ

◆
健
康
起
因
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
支
援（
˞
８
月
ù9

日
ޕ
前
10
時
よ
り
受
෇
։

࢝
）˜

補
助
率
ử
２
分
の
１

˜
補
助
対
৅
ử
①
ਭ
຾
時

無
ݺ
ٵ
症
ީ
）܈
̨
̖
̨
）ス

ク
リ
ー
ニ
ン
ά
ݕ
ࠪ
、
೴
̢

̧
̞
健
਍（
頭
部
̢
̧
̞
・

̢
̧
̖
ݕ
ࠪ
）、
ᰍ
ಈ
຺
超

音
೾
ݕ
（ࠪ
ᰍ
ಈ
຺
Τ
コ
ー

ް
生
労
働
ল
と
中
ԝ
労

働
ࡂ
֐
防
止
ڠ
会（
中
ࡂ
防
）

に
よ
り
、
令
和
７
年
度「
全

国
労
働
衛
生
ि
間
」
が
10
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で

実
施
さ
れ
る
。
同
ि

間
の
実
効
を
上
͛
る

た
め
、
９
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
を
準
උ

期
間
に
設
定
し
、
各

छ
取
り
組
み
を
推
進

す
る
。

各
事
業
場
に
お
け

る
労
働
衛
生
ҙ
識
の

高
༲
を
図
る
と
と
も
に
、
自

主
的
な
労
働
衛
生
管
理
׆
ಈ

の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
。
今
年

度
の
ス
ϩ
ー
Ψ
ン
は
、「
ワ

全
ト
ڠ
は
、
令
和
７
年
度

「
自
家
用
೩
料
ڙ
給
施
設
整

උ
ࢧ
ԉ
助
成
事
業
」
を
実
施

す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
東
ト
ڠ
は

会
員
事
業
者
の
申
請
受
෇
を

行
う
。
申
請
受
෇
期
間
は
、

８
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
。
助

成
対
৅
は
会
員
事

業
者
お
よ
び
会
員

事
業
者
を
主
࣠
と
す
る
ڠ
同

組
合
、
連
合
会
。
助
成
予
ࢉ

額
は
１
ԯ
ԁ
。

˜
助
成
要
件
ử
１
０
０
０

Ἄ
以
上
の
ܰ
༉
を
保
管
す
る

専
用
λ
ン
ク
の
設
置
を
伴
う

自
家
用
೩
料
ڙ
給
施
設
の
新

国
౔
ަ
通
ল
で

は
、
令
和
７
年
度

「
事
故
防
止
対
策

ࢧ
ԉ
推
進
事
業
」

（
ඃ
֐
者
保
護
増

進
౳
事
業
අ
補
助

金
）と
し
て
、
運

行
管
理
の
高
度
化

に
ࢿ
す
る
機
ث

や
、
ա
労
運
転
防

止
の
た
め
の
先
進

た
り
の
助
成
額
を
減
額
す
る

場
合
が
あ
る
）。ަ
෇
申
請
は

年
度
内
１
施
設
限
り
と
し
、

ա
去
に
同
事
業
に
よ
る
助
成

を
受
け
た
場
合
は
対
৅
外
。

申
請
書
ྨ
を
૭
口
に
༣

送
、
ま
た
は
事
前
に
૭
口
に

連
བྷ
の
上
、持
参
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
参
র

（
申
請
書
ྨ
な
ど
の
ダ

΢
ン
ϩ
ー
υ
が
可
能
）。

˜
申
し
ࠐ
み
・
問
い
合
わ

せ
先
ử
東
ト
ڠ
総
務
部
޿

ใ
・
৘
ใ
（̜
˟
１
６
０
㏯０

０
０
４
新
॓
区
࢛
୩
３
の
１

の
８
ʗ
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

４
１
３
４
）

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に

限
る˜

１
事
業
者
当
た
り
の
上

限
額
ử
ü0
万
ԁ

申
請
受
෇
は
、
̩
̤
̥
̥

̖
̣
の
申
請
ϙ
ー
λ
ル
α
Π

ト
で
行
う
。
ৄ
ࡉ
は
、
̩
̤

̥
̥
̖
̣
ま
た
は
国
ަ
ল
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

˖６月分˖

運
行
管
理
の
高
度
化
へ
の
支
援

先
進
機
器
導
入
費
な
ど
を
補
助

ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
要
望

全
ト
協

８
年
度

国交省
７年度 事故防止対策支援

厚労省
中災防

全国労働衛生週間
10 月１～７日まで

自
家
用
燃
料
供
給

施
設
整
備
支
援
事
業

全ト協
取　次
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８
月
に
な
る

と
思
い
出
す
の

が
、
７
年
前
に

観
た
『
リ
メ
ン

バ
ー
・
ミ
ー
』

と
い
う
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ

の
〝
お
盆
〟
を
舞
台
に
家

族
の
絆
と
音
楽
を
取
り
戻

す
と
い
う
物
語
◆
映
画
で

描
か
れ
て
い
る
「
死
者
の

日
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

諸
国
（
特
に
メ
キ
シ
コ
）

の
祝
日
の
一
つ
。
死
者
を

偲し
の

び
、
死
者
に
感
謝
し
、

生
き
る
喜
び
を
分
か
ち
合

う
も
の
。
骸
骨
の
仮
装
な

ど
で
知
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
◆
10
月
31
日
か

ら
11
月
２
日
、「
死
者
の

国
」
か
ら
「
生
者
の
国
」

に
故
人
の
魂
が
戻
っ
て
く

る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
８
月
13
～
16
日
（
東

京
な
ど
関
東
圏
の
一
部
で

は
７
月
）
が
お
盆
で
、
先

祖
の
魂
が
里
帰
り
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
国
は
違
え

ど
想
い
は
同
じ
◆
映
画
で

は
「
生
者
の
世
界
で
覚
え

て
い
て
く
れ
る
人
が
誰
も

い
な
く
な
る
と
、
死
者
の

国
か
ら
消
え
て
し
ま
う
ん

だ
」「
忘
れ
ら
れ
た
時
、

人
は
本
当
に
死
ぬ
」な
ど
、

数
々
の
衝
撃
的
な
言
葉
が

主
人
公
に
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
く
◆
忘
れ
去
ら
れ
る

こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
寂
し

く
残
酷
な
こ
と
か
。
す
で

に
両
親
は
他
界
。
２
年
ぶ

り
に
な
る
が
、
今
年
は
実

家
の
墓
参
り
に
行
く
つ
も

り
だ
。「
忘
れ
て
い
な
い

よ
」
の
想
い
を
携
え
て
。
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応
募
方
法

ルールに従ってリストにある言葉
を盤面から探してください。全部
探しても盤面に残る文字がいくつ
かあるので、それらを上から順に
読んで出来る言葉は何でしょう？

カトリセンコウチミズ
キウチワシメダモキセ
ゴモユニマウウユウウ
オロカチユヒシソプミ
リコプヨシウモインビ
ドシースボヤドタセラ
オミルライビヒウムキ
ンズワターカナネグマ
ボギツチホクワハツモ
ムネトコロテンリウフ

by 冴戒 椎也

・�リストの言葉を、タテ・ヨコ・ナナメのいずれか
一直線に探してください。下から上、右から左に
探すこともあります。
・�途中で曲がったり、他の文字を飛び越してはいけ
ません。
・同じ文字を複数の言葉で使うことがあります。

［
ル
ー
ル
］

［
例
題
］ ※�例題では文字は

残りません。

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネツキ
コヌカ
タブイ

ネ キネ キネネ キネツキキキキキ

タタタ
ヌヌ
キキ

コ
タタタタタタタブタタタタタタタタタタ

カ
イ
カ
イイイ

ネネネネ
コ
ネネネネネ
コヌヌヌ
ブイイイイイイイ
ヌ

イカ　イヌ　キツネ　タコ　タヌキ　ネコ　ブタリスト

ウチミズ（打ち水）
ウチワ（団扇）
ウミビラキ（海開き）
カキゴオリ（かき氷）
カトリセンコウ（蚊取り線香）
キセイ（帰省）
キモダメシ（肝試し）
クーラー
スイカワリ（すいか割り）
セミ（蝉）
センプウキ（扇風機）
ソウメン（素麺）
トウモロコシ（玉蜀黍）
トコロテン（心太）
ニユウドウグモ（入道雲）

ネツタイヤ（熱帯夜）
ハナビ（花火）
ビーチ
ヒマワリ（向日葵）
ヒヤシチユウカ（冷やし中華）
フウリン（風鈴）
プール
ホタル（蛍）
ボンオドリ（盆踊り）
マツリ（祭り）
ミズギ（水着）
ムギワラボウシ（麦わら帽子）
モウシヨ（猛暑）
ユウダチ（夕立）
ラムネ

リスト

シークワーズ

［ 解答 ］

本
格
的
な
夏
が
到
来
し
、予
想
以

上
の
連
日
の
猛
暑
に
体
は
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
。
今
年
は
６
月
か
ら

暑
さ
が
前
倒
し
と
な
り
、体
が
慣
れ

切
っ
て
い
な
か
っ
た
。
関
東
で
も
40

℃
に
迫
る
暑
さ
は
、
30
℃
超
え
す
る

と
驚
い
て
い
た
ひ
と
昔
前
と
比
較
す

る
と
、明
ら
か
に
そ
の
暑
さ
の
度
合

い
は
異
な
り
、温
暖
化
に
よ
る
影
響

は
否
め
な
い
。

こ
こ
ま
で
暑
さ
が
続
く
と
、運
輸

事
業
で
心
配
な
の
は
、運
転
者
や
庫

内
作
業
に
従
事
す
る
方
々
の
健
康
維

持
。こ
の
暑
さ
で
集
中
力
が
欠
け
て
、

事
故
へ
の
起
因
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
者
数
は

年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
３
年
連
続

30
人
以
上
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
改
正

労
働
安
全
衛
生
規
則
に

第156回

まちかど写真家 筑峯  総太
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

し
か
し
、果
た
し
て
患
者
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、適
切
な
対
処
が
で
き

る
の
か
ど
う
か
不
安
が
あ
る
。
熱
中

症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
対
処
手
順

（
避
難
方
法
や
救
急
対
応
手
順
な
ど
）

を
文
書
化
し
、関
わ
る
す
べ
て
の
関

係
者
に
定
期
的
な
教
育
な
ど
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
は
、運
転
者

に
対
し
て
飲
料
水
や
塩
飴
を
無
償
配

布
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。
こ
ま

め
な
水
分
・
塩
分
補
給
の
励
行
、十

分
な
換
気
・
空
調
の
使
用
、作
業
時

間
の
適
度
な
休
息
時
間
の
確
保
な

ど
、職
場
環
境
の
改
善
を
講
じ
る
こ

と
も「
安
全
配
慮
義
務
」
と

み
な
さ
れ
る
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
く
。

従
業
員
を
守
る
た
め
に
も

形
式
だ
け
で
は
な
く
、
実
際

の
運
用
と
教
育
体
制
が
重
要

だ
。

熱中症対策は企業の義務

よ
り
、今
年
６
月
か
ら
企
業
に
は

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
が

「
法
律
上
の
義
務
」
と
し
て
明
確

に
課
さ
れ
た
。
作
業
者
が
熱
中
症

の
自
覚
症
状
を
訴
え
た
場
合
や
、

他
の
作
業
者
の
異
変
を
認
知
し
た

場
合
に
、速
や
か
に
上
司
や
責
任

者
へ
通
告
で
き
る
体
制
を
作
る
こ

と
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
の
多
く

は
、初
期
段
階
で
の
対
応
で
助
か

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

⑴
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

と
は「個

別
労
働
紛
争
解
決
制

度
」
と
は
、
個
々
の
労
働
者

と
会
社
と
の
間
の
労
働
条
件

や
職
場
環
境
な
ど
を
巡
る
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
、

時
間
が
か
か
り
当
事
者
の
金

銭
的
負
担
も
大
き
く
な
る
裁

判
な
ど
に
よ
ら
ず
労
使
間
の

紛
争
を
早
期
に
解
決
す
る
た

め
の
制
度
で
、具
体
的
に
は
、

次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。①「

総
合
労
働
相
談
」

都
道
府
県
労
働
局
、
各
労

働
基
準
監
督
署
内
、
駅
近
隣

の
建
物
な
ど
全
国
３
７
９
か

所
に
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題

に
関
す
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
対
応
す
る
た
め
の
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
対

応
す
る
も
の
。

②「
都
道
府
県
労
働
局
長

に
よ
る
助
言
・
指
導
」

労
働
基
準
法
違
反
や
労
働

安
全
衛
生
法
違
反
な
ど
に
該

当
し
な
い
民
事
上
の
個
別
労

働
紛
争
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
労
働
局
長
が
、
紛
争
当
事

者
に
対
し
て
解
決
の
方
向
を

示
す
こ
と
で
、
自
主
的
な
解

決
を
促
進
す
る
制
度
。
助
言

は
、
当
事
者
の
話
し
合
い
を

促
進
す
る
よ
う
口
頭
ま
た
は

文
書
で
行
う
も
の
で
あ
り
、

指
導
は
、
当
事
者
の
い
ず
れ

か
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
問

題
点
を
指
摘
し
、
解
決
の
方

向
性
を
文
書
で
示
す
も
の
。

③「
紛
争
調
整
委
員
会
に

よ
る
あ
っ
せ
ん
」

都
道
府
県
労
働
局
に
設
置

さ
れ
て
い
る
紛
争
調
整
委
員

会
の
あ
っ
せ
ん
委
員（
弁
護

士
や
大
学
教
授
な
ど
労
働
問

題
の
専
門
家
）が
紛
争
当
事

者
の
間
に
入
っ
て
話
し
合
い

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

紛
争
の
解
決
を
図
る
制
度
。

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
側
の
申
請
が
98
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
社

側
か
ら
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

⑵
令
和
６
年
度
の
施
行
状
況

の
概
要

今
回
の
施
行
状
況
の
概
要

を
見
る
と
、
下
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
労
働
相
談
件
数
は
１

２
０
万
１
８
８
１
件
で
前
年

度
に
比
べ
て
０
・
７
％
減

少
し
た
も
の
の
、
17
年
連
続

で
１
０
０
万
件
、５
年
連
続

で
１
２
０
万
件
を
超
え
て
い

て
、
会
社
の
労
務
管
理
制
度

や
労
務
慣
行
に
対
し
て
疑
問

を
持
つ
従
業
員
の
数
は
、
引

き
続
き
高
水
準
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

民
事
上
の
個
別
労
働
紛

争
の
内
容
別
で
は
、「
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ（
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）」
の
件
数
が
引
き
続

き
最
多
で
、
相
談
件
数
に
お

い
て
は
13
年
連
続
で
最
多
と

な
っ
て
お
り
、
企
業
に
と
っ

て
一
層
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
が
、
引
き
続
き
重
要

な
課
題
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
民
事
上
の
個
別
労

働
紛
争
に
つ
い
て
の
相
談
者

を
就
労
形
態
別
に
み
る
と
、

正
社
員
は
39
・
８
％
、
正
社

員
以
外
と
そ
の
他
不
明
も
含

め
て
60
・
２
％
と
な
っ
て
お

り
、
正
社
員
以
外
の
従
業
員

が
、
会
社
の
制
度
や
慣
行
に

疑
問
や
不
満
を
抱
く
こ
と
が

多
い
も
の
と
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
以

前
と
比
較
す
る
と
正
社
員
の

割
合
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
正
社
員
に
お
い
て
も

同
様
の
不
満
を
抱
く
人
が
増

加
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
会

社
の
制
度
や
慣
行
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
従
業
員
に

説
明
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

な
お
、
令
和
５
年
労
働
関

係
民
事
通
常
訴
訟
事
件
の
新

受
件
数
は
３
７
６
３
件
と
前

年
比
４
６
８
件
の
増
加
、
令

和
５
年
労
働
審
判
事
件
の
新

受
件
数
は
３
４
７
３
件
で
前

年
比
２
６
５
件
の
増
加
と
な

り
、
い
ず
れ
も
３
０
０
０
件

を
超
え
る
高
止
ま
り
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

払
賃
金
の
請
求
の
消
滅
時
効

期
間
が
令
和
２
年
４
月
１
日

よ
り
従
前
の
２
年
か
ら
３
年

に
延
長
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
、
残
念
な
が
ら
、

ト
ラ
ブ
ル
の
件
数
は
今
後
も

ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

⑶
運
送
業
に
お
け
る
留
意
点

運
送
業
に
お
い
て
は
、
特

に
前
記
の
未
払
賃
金
請
求
の

消
滅
時
効
期
間
延
長
に
よ
る

影
響
も
あ
り
、
未
払
残
業
代

の
問
題
が
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て

発
生
す
る
例
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
月

間
60
時
間
を
超
え
る
残
業
時

間
に
つ
い
て
の
割
増
率
が
５

割
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
昨
年
４
月
の
時
間
外
労

働
の
上
限
９
６
０
時
間
・
新

改
善
基
準
告
示
の
適
用
に
伴

い
、
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ

る
残
業
の
減
少
で
、
賃
金
額

が
減
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
ト
ラ

ブ
ル
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
労
働
時
間
の
短
縮
に
見

合
う
賃
金
額
の
減
少
は
、
法

的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
働
く
立
場
か
ら
す
る
と

賃
金
額
の
減
少
は
大
き
な
不

満
要
因
と
な
り
、ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
る
リ
ス
ク
が
増
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
対

応
の
た
め
に
は
、
①
会
社
の

実
態
に
合
致
し
た
就
業
規
則

の
作
成
と
雇
い
入
れ
時
の
雇

用
契
約
書
の
締
結
、
②
法
的

リ
ス
ク
が
な
く
従
業
員
の
納

得
感
が
高
い
賃
金
制
度
の
構

築
、
③
休
憩
と
待
機
時
間
を

明
確
に
区
分
記
録
す
る
な
ど

の
労
働
時
間
管
理
の
徹
底
―

―
が
必
要
で
す
。

労
務
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
と
、
会
社
に
大
き
な
損
失

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

可
能
性
も
高
く
、
事
業
の
継

続
を
危
う
く
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
に
確
実
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、

企
業
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
労
務
管
理
へ
の
一
層
の
取

り
組
み
を
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

内　容 件　数 前年度比
総合労働相談 120万1,881件 0.7％減
◦法制度の問い合わせ 81万4,454件 2.4％減
◦労働基準法等の違反の疑いがあるもの 20万7,619件 7.6％増
◦民事上の個別労働関係紛争相談 26万7,755件 0.6％増
助言・指導申出 8,865件 5.9％増
あっせん申請 3,866件 4.9％増

令
和
７
年
６
月
25
日
に
、令
和
６
年
度「
個
別
労
働

紛
争
解
決
制
度
の
施
行
状
況
」が
厚
生
労
働
省
か
ら
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決

制
度
の
内
容
と
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
、運
送
業

に
お
け
る
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

労
務
ト
ラ
ブ
ル
発
生
件
数

引
き
続
き
高
水
準
で
推
移




